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1.調 査 内 容



2 調査方法

本調査は、建築物の解体工事にあたり「石綿障害予F方規RU」 (平成 17年厚生労働省令第21う に基

づき行う「当該建築物又は工作物について石綿等の使用の有無を目視、設計図書より調査」(第 3条lす

るもので、これにより石綿等の使用の有無が不明の場合「使用有無を分析により調査」(同)するもので

坑

調査は、下に示す流れにより建築材料の石綿使用 (含有)の有無を判定していきま丸

1次調査(書面調査l

(建′トオの種類を確認) (建材の製造年の翻 (天オ‐、壁、柱、梁等)

2次調査

(各部屋ごとに床、壁、天丼等を調査・設計図書と相違を確認、新たな建材を確認したら再診断l

図3-1 建材の調査の流れ

以下、各段階における調査方法の概略を述べます。

調査依頼

調査実施計画

ヒヤノング

設計図書等

建築物/工作物の種別

施工部位使用建築材料 施工年

含有・非含有の判定

石綿含有 石綿含有不明 石綿非含有

(を歩ミJHと手尋犀予コ彗正)

該当建材の有無・該当建材以外の石綿建材の有無

施工状況・裏面確認等

試料採取・分析石綿建材とみなす 」IS・ 碑 鞠

(成形板等の裏面に'障駒

報告書作成

報告書提出



2-1設計図書読み取り

建築物の材料に石綿が含有されているか否かを判断するために、まず設計図書 (竣工図を含む)に記

されている情報を読み取ります。これを1次スクリーニングといいます。

建築物に使用されている建材のうち、石綿を含有するものおよびその可能性のあるものを抜き出し、

発じルl七および法的扱いの違いからレベル 1、 レベル 2、 レベル 3、 レベルクトの4種類に区分しま丸

表 3-1
発じル性 石綿障害

予防翔 I区分

融

碗 工部位)

建本オの種類

著しく高い い レ1

0留寸け本オl

吹付け材 ・吹付け石綿
・石綿含有吹付けロックウール (H陥式・細 到

・石綿含有吹付けロックフール (湿到
・石綿含有吹付けパーライト

・石綿含有吹付けバ―ミキュライト(ひる石)

高い レン彰レ2

(保温材等)

耐火被覆材

(S造の梁・柱等)

・石綿含有けい酸カルシウム板第2種

瞬難オ ・屋根用折板石綿断熱材

・煙突琳 廟 オ

悧 財

(配管・エルボ ,

ボイラー等)

・石綿保温材
。けいそう土保温材

・パーライ ト保温材

・石綿けい酸カルシウム保温材

比較的低い レ
～

レ3

瞬 板等)

内難 オ

(壁・天翔

・フレキシブルボー ド

・大平板等

・けい酸カルシウム板第 1種

・岩綿吸音板

・石膏ボー ド

床本オ ・ビニル床タイル

・フロアシー ト (長尺塩ビシー ト)

,押出し成形品

娃跡オ

(タト属主辛.車干ヌ∋

・窯業系サイディング

・押出し成形セメント板

・フレキシブルボー ド

・石説 メント板

・けい酸カルシウム板第 1種

離 材

煙突本オ

銅 晴

・住宅化粧用スレー ト

・石綿セメント円筒

・耐火二層管

レ
～

レタト

循綿製品)

設備機器・部品 ・ガスケット

・ハッキン

・ 7所 韓 舅 石

※ S造 :主体構造を鉄骨で建築する構造 (S=Steel)



建材中に石綿を含有しているか否力Wま、石綿使用の法的規制の施行年に関わるため、設計図書読

み取りに当たつては、建築物の施二年や建材の製造年に注意します。建材等の石綿に関する規制は

以下の通りです。

表3-2 建材等の石綿に関する規制

建材の種類 (製品名、形式を含む)と施二年または製造年から、石綿含有材料、非石綿材料と石綿含

有不明材料とに分類します。石綿含有が不明の建材は、日視調査や含有分析により含有の有無を判定し

ていきます。

設計図書から読み取つた建材の石綿含有区分は、部屋、部位 (床、巾木、壁、天丼等)に分けて整理

します。

年 齢 規制内容

1975

(昭不口50オ手l

改正「特定化学物質等障害予防規則」 。石綿を発がルl生物質に指定

・ 5%超の石綿吹付け作業の原則禁止

1991

(平成 3年 l

改正「廃棄物の処理と清掃に関する法律」 ・飛散l生廃石綿を特別管理廃棄物に指定

1995

(詔或7年l

改正 畷羽陵全衛生法関連省令」 ・クロシドライト、アモサイトの製造・輸入・

譲渡・提供または使用の禁止

・石綿含有物の規制範囲を5%超から1%超に

変更

・除去作業の湿潤化、保護具の使用、監督署ヘ

の届出

2004
(平成 16年 )

改正「労働安全衛生法施行令」 ・クロシドライト、アモサイトを除く石綿 1%
超の各種製品 (建材、摩擦材等)の製造・輸

入・譲渡・提供またlまイ吏用の禁止

2005

(平成 17年l

「石綿障害予F方規貝l」 施行

(特定化学物賂 障害予防規則より′分高荏)

・石綿含有吹付け材の速やかな措置

・解体・改修時 :事前調査、作業計画、特別教

育、作業主任者、隔離、螂

2006

(判或18年l

改正「労働安全衛生法施行令」

改正「石綿障害予防規則」

・規制対象製品の石綿含有率を0 1%に変更

・石綿等の封じ込め、囲い込み等の作業に係る

ャロ
F遣を雄

・石綿イ乍業の記録を40年保存

2009

停戒 21年 )

改正「石綿障害予防規則」 ・事前調査結果の表示

・切断等の作業を伴う保温材、耐火被覆材等の

除去の作業に係る措置

・電動ファン付き呼吸用保護具の使用義務

・特別教育の保護具使用方法の時間を1時間に

廷正長

2011

(平成 23年 l

改正「石綿障害予防規則」 ・鋼製船舶の解体について、建築物解体と同等

の搾纏勤滑効多付け

2014

(耳弥虎26寄 l

改正「石綿障害予防規則」 ・吹付け石綿の除去など 集じん装置排気口か

らの石綿漏えいの点検

・石綿を含む保温材、耐火イ皮覆本オ、断熱材等が

劣化などにより飛散のおそれのある場合、除

去、封じ込め、囲い込みの措置

・封じ込め、囲い込み作業での隔離、作業計画

の策定



3 日視調査

この調査は、当該建築物内に入つて1次スクリーニングの結果に基づきながら、建築材料の目視観察

(2次スクリーニング)を行いますと石綿含有および含有不明な建↑オlこついて、設計図書との整合l生を

確認すると共に、その設置範囲を確定し大略的な面積を把握します。石綿含有の不明なものは、材料の

裏面を確認し商品名・型式・aマーク (アスベスト使用材料)・ 防火材料認定番号等を確認し含有の判定

の助けとします。

3-1分析調査

石綿含有分析は「建材製品中のアスベスト含有率測定方法について」(JIS A 1481:200
8)に より行います。その方法の概略を以下に示します。

(1)試料の採取 :1検体につき吹付け材および保温材 (レベル 1と レンウレ2)は、容積10cm3
を3か所また成形材 (レ■レ3)は面積 100cm2を 3か所から採取する。採取した試料は

粉じんの飛散に注意して密封できる容器に入れて保管・搬送する。

(2) 1次分析試料調製 :3か所から採取した試料のそれぞれから、必要量を等量ずつ取り粉砕し

ふるい分けした後、混合して1次分析試料とする。

(3)X線回折による定性分析 :1次分析試料を試料ホルダに充填し、X線回折装置により分析対

象アスベストの回折ピークを確認する。 トレモライトとアクチノライトとはX線回折パター

ンによる判定は難しいことから、分析上は同一の種類として扱う。

(4)位相差・分散顕微鏡による定性分析 :試料を処理しスライドガラス上に鉱物ごとに規定され

た侵液を滴下し分析試料を作製する。位相差・分散顕微鏡により、規定の分散色を示すアス

ベストの種類と粒子を記録する。

(5)アスベスト含有の有無の判定 :X線回す斤ノ刀`析と位相差・分散顕微鏡分析の両方の結果により

アスベストの有無を判別する。

(6)X線回折定量分析 (基底標準吸収補正法):処理した試料 (2次・3次分析試料)をX線回折

装置に移し、回折X線強度を求める。同様にアスベスト標準鉱物のX線回折強度を計測し、

この強度の比較により試料の石綿含有率を算出する。

次頁に分析フローを示します。



3-1 分析調査

分析方法は、JIS A 1481-1～ 3「建材製品中のアスベス ト含有率測定方法」に準拠 し

て実施 した。HS A 1481規 格群による分析の流れを図 2-2に 示す。

また、分析に関する使用機器や分析条件の詳細については、資料編の石綿分析結果

報告書 (証明書)に示す。

定量分析

JIS A 1481建材製品中のアスペス ト含有率よl定方法

定性分析・定量分析

定性分析

」IS A 1481‐ 11こ

よる分析
ЛS A 1481‐ 2

による分析

対象線維の有無 ll定基と悔による判Wi

アスペス ト含有 「有 J

と判断てきる。

アスペス ト含有 「無 J

と判断できる。
対象繊みとが有り、アスペ

スト税キ佐と判断される。

対象繊維が有るがアスペ

ス ト繊澪とではないと判断

含市な し

対象檄傘件無 し

定量分析を実施する場合

ЛS A 1481・ 3

による分析

アスペス ト含有率の

算出。

図 22 JIS A 1481規格群による分析の流れ



4.石綿含有建材の除去に関する法規制

石綿含有率 0.1%超 の建材を有する建築物の解体 ,改修工事にあたっては、各法律上の

手続きや工事施工時の保護 。安全上の義務が生じます。

石綿含有建材の除去等に係る主な法規制は以下に示す 3つ である。

① 労働安全衛生法

② 大気汚染防止法

③ 廃葉物の処理及び清掃に関する法律

4-1.労働安全衛生法関連

当該建築物に使用 されている石綿含有建材を除去す る作業においては、材料 レベルに応

じた対応が必要である。

関係法令、石綿粉 じんへのばく露防止マニュアル (建設業労働災害防止協会 平成 24年

12月 )及び石綿飛散漏洩防止対策徹底マニュアル 2.01版 (厚 生労働省 平成 26年 5月 )

等を参照願います。

次ページに建築物等の解体等の作業における石綿障害予防規則適用一覧表を示す。

4-2.大気汚染防止法

当該建築物には特定建築材料 (吹付け石綿、石綿を含有する断熱材、保温材)が使用 さ

れていることから、「大気汚染防止法」に基づき、事前に都道府県等に届出を行い、石綿飛

散防止対策 (作業基準の遵守)が 義務づけられます。

4-3.廃棄物処理

石綿含有成形板等は 「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」において、石綿含有産業廃

棄物 (工 作物の新築、改築又は除去に伴つて生 じた廃石綿等以外の産業廃棄物であって、

石綿をその重量の 0.1%を 超えて含有するもの)に 該当 し廃案物処理法施行令等に従つて

処理を行わなければな らない。

石綿含有廃棄物の処理に関する詳細については 「石綿含有廃棄物等処理マニュアル (第

2版 )平 成 23年 3月 ユ繁境省大臣官房廃築物・ リサイクル対策部」を参照するとよい。

以 上



建塾曖 す)解体等の作業における石綿障害予防規則適用一覧表

平成25年 4月 1日

一般社団法人 JAT】 協会

オ表は、挫築物等の解体等の作業時に、石綿障害予防売見則がどのように適用されメっかを示したものである。

対象となるのは、石綿及び石綿含泊́
‐
率が0 1孟量%を超える製却 (製品)であり、石綿とは、繊融機を呈している①クリンタイル (白 石綿),②アモサイト(茶

石綿),①クロンドライト(曽石狩4),① トレモライト,⑤アクチノライトi③アンノフィライトをいう。

また、封し込め及び囲い込みについては、第 10条第 1項による吹き付けられた石Tll等 が↓ll傷 、劣化韓
`と

よりその粉とんを発救させ、及び労働者がそtr,粉 じ

んにばく韓するおそれがあるときに実施する場合に対象になる。

石綿等が使用されている鋼製の船舶の解体鉢の作業については、姉 、23年 8月 l日 の改正により、建築ギノ′・工作物と同じ披いになった。

なお、適用の有無は以下のように示し′た。

O:滴用       ホ) 保β荏具に付着した石綿を除去した場合は適用外。

△ :紛台によって適用 注 1)腫内作業場の場合。F萬時作業の場合等は、全体狼気′
療避tと 、連絡化韓ても可。

注2)石綿i力 じんの発散のおそれが[ケ)る 作業の場合e

注3)常時作業の場合。

注4)6ヶ 月以上作業を行う報台d

注5)耐火・}μ耐火建築物の吹付け石綿の除去作業を行う鵜合は、安術則第90業により14日 前までに届出が必要e

注6)電動ファン付き呼吸用保護異等に眼る。
× !適用せず

[

実 施 項 目

吹付け石絡の処理
〔レベル1'

石齢含有耐火1技を板・

断黙材・保温材の解体・改笹
Iレベル2】

その他の石 4串

含有建材 (成

形板等)の解

体・改修
:レ・(ル 3】

石綿製品の

取根 い作業

(ば く韓す
るおそれの

ない作業 tま

除く)

除去

主:じ込め′えび

石綿等の切断

等の作業を伴

う□い込み

左寵 以外 の

園い込み
作災l‡ Iレくル
2】 権当

石綿等 の切

断、夕孔、研
磨等の作業を

伴う作柴

左 肥 以外 の

作業

事前71岡 査 (第 3条 ) O ○ O O ⑬ O ×

作業BI‐画 (第 上条) O O O O ○ O X

作業の屈出 (工事直前まで)・・・(第 5条 ) ⑤と3
〇 O O O × X

吹付け石絲除去作業場所の時葛船 (第 6条〉 O ⑭ × O X X X

除去以外の労働者の立入′祭止/表示 (第 7条 ) X X O うく O X X

講負人に石綿使用状況の涵知 (妬 8乗 ) O O O O O 〇 X

注文者の衛生コストに対する配慮 (第 9条 ) ○ O ① O O O X

局所排気装置等の設置 (第 12条 ) △
l=】 △悽】

△
こ】

△
住 l

△
t=】

△
と二

△
造 1

切I析等の措置 :漫洞化 (第 13条 ) O O ⑭ O ○ ○ △
とと

切断等の措1趾 :呼吸用保護具 (第 14条 ) Ou6 O O O ① O △
こと多

問係者以外の立八祭止/表示 (第 15条 ) O O ① ① 〇 O 〇

石綿作業主任者の選任/耳畿務 (第 19～ 20条 ) ① O O ○ O ○ ⑬

局所排気装mと等の白主級
‐
此
~等

(第 21～ 26条 ) △ と
'

△ と
`

△
世 I

△
こ I △謹i

△ こ 1 △と1

特別の教育の実施 (第 27条 ) O ○ O O O O X

縦浄股常 (第 31粂 ) O O O O O O O

容器等 〔第32条 ) O (_洵 O O O O O

使用された器其等の付着舛タザ
「

)除去 (第 32条
「

,2) 0 O 〇 ① ○ ○ O

喫煙等の祭止/掲示 (第 33～ 31粂 ) ⑤ Q O O O ○ 〇

作業のユヨし爆 (第 35条 ) △とる
△

ltt S △ と。
△
ta △檻ヨ △こ3

△
こと

作業葉擁測定、評価/措置 (第 36～ 39条 ) △
と■

△ ほ4 △と4
△ tに ヽ

△ これ
△ 44 △

こ4

健l崇手静断の実施/報告 (第 10～ 13条 ) △
と。 △こヨ

△
こと

△
d3

△
と患

△
ЁG

△
柱 □

呼吸用保護具の備付け (第 ■と～15条 ) O 0 O O O ○ O

l蜀と謗具の持ち帰り禁止 (第 16条 )本 , 〇 ① 〇 O O O O



2.調査物件対象位置図
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3.調査報告書



40年保存 NADA書 式 Vef O. 14

3 年 月房 日

道東あさひ農業協同組合 殿

アスベス ト有無に関する事前調査結果報告書

貴社より委託を受けたアスベス ト有無に関する事前調査結果は、下記に記載 した通 りであることを報

告いたします。

株 式 会 社 山 サ|

北海道標津郡中標津町東当幌 17-16

調 査 の 種 類 1.石綿障害規則第3条基づく事前調査

調 査 期 間 2021/3/27 2021/3/27

主任調査員

(氏名) 山野 永二 (「 JATI協 会 認定 アスベス ト診断士」資格保有者は下欄に記載)

(ア スベスト診断士登録番号) 1251 (登録証有効期限)2021年 12月 31日

(担当箇所)

株式会社 山川 Te1  0153-72-9763   Fax 0153-72-7311

主任調査員

(氏名) (「 JATI協 会 認定 アスベスト診断士」資格保有者は下欄に記載)

(ア スベス ト診断士登録番号) (登録証有効期限)   年  月  日

E口(担当箇所)

Tel Fax

協会審査員

(氏名) (「 JATI協 会 認定 アスベスト診断士」資格保有者は下相に記載)

(ア スベス ト診断士登録番号) (登録証有効期限)   年  月  日

(氏名) (「 JATI協 会 認定 アスペスト診断士」資格保有者は下相に記載)

(ア スベス ト診断士登録番号) (登録証有効期限)   年  月  日

対象物件概要

施 設 名 旧ホクレン根室SS

竣 二 年 竣工 :年  改修 :年 文書記録 設計図書  ・維持保全記録

所 在 地 根室市光和町 1丁 目15番地

分  類 建築物 工作物

規  模 延床面積   138.50 m 屋内工作物  ・ 屋外工作物

建 物 橋 遣 S tt SRC造 ・國
木造 ・その他 ( )

用 途
(複 数 選 択 可 )

・事務所

・娯楽施設

・公共施設

・特殊建築物  (
・運輸関連施設

・工場/倉庫

・学校/病院

・店舗

)

・共同住宅

電力・石油/ガス・化学プラント

ボイラー ・焼却施設

その他 (         )

調査対象材料
(複 数選択可 )

吹付け材・保温材・断熱材・耐火被覆材・成形技 ( )

調 査 方 法
(複 数選択可 )

農 2015/10/16 NADA一 般社国法人日本アスベス ト調査診断協会書式



40年保存 NADA書 式 Ver 0 14

調査結果の概要

1.特記事項

2.レベル 1  判断根拠の資料番号 :詳細報告書にて報告

レベル 2  判断根拠の資料番号 :詳細報告書にて報告

レベル 3  判断根拠の資料番号 :詳細報告書にて報告

5,レベル 外  判断根拠の資料番号 :詳細報告書にて報告

6.その他 (特 に記すもの)  判断根拠の資料番号 :

階・部屋名 設備、機器等の名称

３

　

　

４

レベル 1

レベル 2

レベル 3

該当なし

該当なし

別紙参照

今回の調査で、最も飛散性の高い吹付け石綿のレベル 1に該当する石綿含有建材の使用がありませんでした

飛散性の低いレベル 3の建材の使用がありますので、施工する際には作業員等には保護具を着用 して作業を

行って下さい。

石膏ホ'― ドについては、裏面確認がとれなかったため、事務所棟の石膏ホ―`ドと同等なものとしております。

解体工事等など行 う際に確認等が取れれば添付資料N02を 参ЯRしてください

外壁のALC板 の吹付タイルは分析の結果無含有で した。

ユ 2015/10/16 NADA一 般社団法人日本アスベス ト調査診断協会書式



40年保存

備考 :各 レベル区分に該当する石綿含有建材は下記の通りです

NADA書 式 Ver 0 14

レベル 1

③吹付け石綿

レ/′ミル2

⑤石綿含有保温材 (吹付け材を除く)

②石綿含有吹付けロックウール ⑥石綿含有断熱材 (吹付け材を除く)

③石綿含有吹付けドーミュキライト ⑦石綿含有耐火被覆材 (吹付け材を除く

④石綿含有吹付けハ
°―ライト レベ,レ 3 ③その他の石綿含有建材 (成形板等)

レベル外
③上記のレベル以外の石綿含有製品をいい、
これには石綿紡織品等が該当する。

ユ 2015/10/16 NADA一 般社団法人日本アスベス ト調査診断協会書式
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4.石綿使用部位位置図
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5.アスベス ト有無事前調査詳細表



道東あさひ農業協同組合根室支所 I日 ホクレン根室SSアスベスト有無事前調査詳細表

【対象物件】

施設名 遭東あさひ農業協同組合根室支所 購買部店舗
建物構造

口S造

□その他 t

口 SRC造  日 RC造  回 ホ遺

〕竣二年 竣工 :年 改修 :年

所在地 根室市光和町1丁 目15番地
建物用途
(複数選択可 )

回事務所

口学校/病院

口その他 (

口 工場/倉庫

回 公共施設

娯楽施設

店舗

)

階数 2

延床面積 32400 ∬

調査の種類 1 石綿障害規則第3条に基づく事前調査

調査期間
書面 調査 現場 調査

2021/3/25 2021/3/25 2021/3/27 2021/3/27

実施者

氏名 アスペスト診断■番号 氏名 アスベスト診断士番号

主任調査員 山野 永二 1251 主任調査員 山野 永二 1251

1/1

診  断書面調査(未実施) 現場調査

石綿の 材料

レベヅレ商品名2) メーカー名2)
石綿含有の

可能性
石綿の 判 断

添付資料5)
整合性

材料名 気づき事項6) 写真番号7) 試料番号8) 採取位置9)
判断

根拠10)
添付資料11)

石綿の
血 階数 部屋名 部位1) 材料名2)

なし

なし

2

2

3

2

3

2

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

1-2

1-3

1-4

1-5

2-1

3-1

4-1

5-1

2-2

2-3

3-2

3-3

4-2

4-3

5-2

5-3

5-4

5-5

6-1

6-2

6-3

6-4

6-5

6-6

2

2

2

2

2

2

リフト室(書庫 )

リフト室(書庫 )

リフト室(書庫)

工具室

ホ
°
シプ室

工具室

工具室

ホ
°
シプ室

ホ
°
シフ

°
室

階段室

階段室

階段室

階段室

階段室

憩室

憩室

天 丼

心、ところ

天 丼

ハ、ところ

巾木

巾木

巾木

壁

床

壁

床

壁

天 丼

床

壁

天 丼

床

壁

壁

天 丼

床

壁

壁

天 丼

ソフト巾木

石膏ホ
°
―ド

石膏ホ
・―ド

石膏ホ
・―ト

長尺シート

巾木

石膏ホ
・―ト

ヒ'ニールクロス

石膏ホ
・―ド

モルタル

巾木

なし

不 明

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

不 明

不 明

不 明

不 明

不明

不 明

不明

不明

なし

不 明

なし

なし

なし

なし

d

d

d

d

d

d

d

d

d

0

0

O

0

0

0

0

O

0

O

0

0

0

0

0

0

0

O

0

と'ニールクロス

石膏ホ
・―卜

・

ツフト巾木

偏旱ホ
・―卜'

リート

長尺シート

ツフト巾木

石膏ホ
・―卜

・

長尺シート

ソフト巾木

石膏ホ'―ド

ヒ・ニールクロス

音ホ'―ト

リート

モルタル

モルタル

モルタル

モルタル

モルタル

塗装仕上げ 国道側のみガラス張り

鉄骨吹付なし 外壁側 グラスウル

上げ

上げ

石膏ホ
・―ド t=9mm

石膏ホ
・―ド t=9mm

塗装仕上

鉄骨吹付なし ク
・
ラスウール

1-2

1-3

1-4

1-5

2-1

2-2

2-3

レ

3-2

4-2

4-3

5-1

5-2

5-3

5-3

5-4

6-1

6-2

6-3

6-3

レ

6-4

d

d

b

d

d

d

d

d

d

d

d

b

b

d

b

b

b

b

―

||| 
■ ||!|

1)該 当項目をチエック ロ

2)設計図書がある堀合に記入

―
石綿レベルI含有

石綿レベル2含有

石綿レベル3含有

3)該 当する略号を記入

クリツタイル =クリ

アモサイト=アモ

クロンドライト=クロ

アンソフィライト=アン

トレモライト=トレ

アクチノライト=アク

4)判 断根拠とした文書の種類      5)添 付資料番号を明記する

(記 号を表に記入 )

a「 国土交通省・経済産業省 石綿 (アスベスト)含 有建材データベース(2016年 (平 成28年 )2月 版)J

bメーカーの証明書、ホームページ情報等

c分析による

d公開されている材料名などの情報から現時点では一般的に含有せず

oその他(具 体的に記載 )

6)配載事例
・図面は吹付けだが実物は成形板。

・改修の痕跡あり。
・aマークあり、」ISマークあり

・メーカー名、ロット番号あり。

・石吾ボード121代 表サンプルとする

・Np 7の 12t品 と同一材質とみなす

7)写真がない

場合はレ印を

つける

8)不明の場合に

現場で採取した

試料の試料番

号と探取年月日

を記歳

9)試料を採取した

位置を示す口面、

見取図、写真等

の資料吾号を

記載

10)判断根拠とした文書の種類
(記号を表に記入)

11)添付資料番号を明言己する

a「 国土交通省・経済産業省 石綿 (アスペスト)含 有建材データベース(2016年 (平成28年 )2月 版 )

bメーカーの証明書、ホームページ情報等

c分析による

d公開されている材料名などの情報から現時点では一般的に含有せず

eその他(具体的に記載 )



遭東あさひ農業協同組 支所 I日 ホクレン根室 SS アスベスト有無事前調査詳細表 2/2

書面調査(未実施 ) 現場調査 診  断

No 階数 部屋名 部位1) 材料名2) 商品名2) メーカー名2)
石綿含有の

可能性
石綿の

種類3)

判断
根拠4)

添付資料5)
整合性
確認

材料名 気づき事項6) 写真番号7) 試鶏番号8) 採取位置9)
判断

根拠10)
添付資料11)

石綿の
有無

石綿の
種類3)

材料

レベ ,レ

7-1

7-2

7-3

外部

外部

外部

外壁 ‖
|外壁

外壁

ALC板

吹付タイル

RC

不 明

不 明

なし d

吹付タイル

RC

SS事 務所棟のみALC板

ALC板 の仕上材

塗装仕上

7-1

7-1 3 3

なし

なし

なし

1)該 当項目をチエック ■

2)設計図書がある甥合に記入

―
石綿レベル1含有

石綿レベル2含有

石綿レベル3含有

3)該 当する略号を記入

クリツタイル =クリ
アモサイト=アモ

クロシドライト=クロ

アンソフィライト=アン

トレモライト=トレ

アクチノライト=アク

4)判 断根拠とした文書の種類      5)添 付資料番号を明記する

(記号を表に記入 )

a「 国土交通省・経済産業省 石綿 (アスベスト)含 有建材データベース(2016年 (平 成28年 )2月 版 )J

bメーカーの証明書、ホームページ情報等

c分析による

d公開されている材料名などの情報から現時点では一般的に含有せず

eその他(具体的に記載 )

6)記載事例

・図面は吹付けだが実物は成形板。

改修の痕跡あり。

・aマークあり、」ISマ ークあり

・メーカー名、ロット番号あり。
・石育ボード12t代表サンプルとする

・Np7の 12t品 と同一材質とみなす

7)写真がない

場合はレ印を

つける

8)不明の場合に  9)試料を保取した

現場で探取した  位置を示す図面、

試料の試料番   見取図、写真等

号と採取年月日  の資料番号を

を記載      記競

10)判断根ナリととした文書の種類

(記号を表に記入)

11)添付資料番号を明記する

a「 国土交通省・経済産業省 石綿 (アスベスト)含 有建材データベース(2016年 (平 成28年 )2月 版 )

bメーカーの証明書、ホームページ情報等

c分析による

d公開されている材料名などの情報から現時点では一般的に含有せず

eその他(具体的に記載 )

レベル外



6.調査写真帳
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:国土交通省 与 仰稲糞礼

全件表示 資料配 1

石綿(アスベスト)含有建材データベース  検索結果

貴方が入力した内容に基‐ 当データベースで検索した結果は下記のとおりです。

※このデータベースは、登録されている建材情報の収集方法等について、十分にご理解いただいた上でご利用下さい。

詳しくは、データベースの最初のページ(メニュー画面)の「ご利用にあたつて」をご覧下さい。

検索条件

フリーワード:

フリーワードの対象:建材名(一般名)、 商品名、製造時メーカー名、現在メーカー名、型番・品番

施二年・改修年:指定なし

建材名(一般名):石綿含有ビニル床シート

施二部分,使われ方(外装材):

施工部分・使われ方(内装材):

施工部分・使われ方(耐火被覆材):

施工部分・使われ方(設備):

施工部分・使われ方(その他):

施工部分・使われ方(使われ方):

不燃材料等認識番号 :

削除済みデータ:含めずに検索する

素結果

アームストロング長尺シート

/コステフロア(輸入品)

耐熱フロアー 石綿含有ビニル床シート 全品番 アキレス (株 ) 1976～ 1986 30

htps://www asbestos‐ database,p/tabid/75/mid/404/prinV1/cadd/1 9AargeVO_1_2_3_4/search/1/1page/0/Defauit aspx

キ】商品名 建材名(一 般名 ) 型番・品番 製造時のメーカー 製造期間 含有率 種 類 不燃材料認定

ACフ ロア 石綿含有ビニル床シート 田島応用化工 (株 ) 1977´ u1986 3～ 5 白石綿

ASフロアー 石綿含有ビニル床シート 全品番 アキレス(株 ) 1975々V1983 15 白石綿

CFシートH 石綿含有ビニル床シート 東洋リノリューム (株 ) 1972～ 1983 36 白石綿

CFシートP 石綿含有ビニル床シート 東洋リノリユーム(株 ) 1972～ 1983 36 白石綿

田島応用化工(株 ) 1973～ 1978 情報なし 白石綿CH・ C(輸入品) 石綿含有ビニル床シート

1971´Ψ1981 43 白石綿GAFシート 石綿含有ビニル床シート 東洋リノリューム (株 )

白石綿HCフロアー 石綿含有ビニル床シート 全品番 アキレス(株 ) 1982～ 1984 23

白石綿SFフ ロア 石綿含有ビニル床シート マーブル 東洋リノリューム (株 ) 1980～ 1985 5

アートグランデ 石綿含有ビニル床シート 全品番 アキレス(株 ) 1977～ 1984 23 自石綿

アートリューム 石綿含有ビニル床シート 全品番 アキレス(株 ) 1973～ 1976 23 白石綿

石綿含有ビニル床シート なし (株 )エービーシ=商会 1951～ 1984 情報なし 白石綿

石綿含有ビニル床シート 田島応用化工(株 ) 1974～ 1976 3～ 5 白石綿

クッションフロア 石綿含有ビニル床シート マニントン ロンシールエ業 (株 ) 1972～ 1980 情報なし 白石綿

田島応用化工 (株 ) 1978'ψ 1986 3～ 5 白石綿コン・マルチ 石綿合有ビニル床シート

サーカンスフロア 石綿合有ビニル床シート マーブル 東洋リノリューム(株 ) 1984～ 1988 5 白石綿

サーカンスフロア 石綿含有ビニル床シート プレーン 東洋リノリューム (株 ) 1984～ 1988 5 白石綿

サンゲツフロア 石綿含有ビニル床シート (株 )サンゲツ 1979～ 1990 15～ 34 白石綿

ジムフロア(輸入品) 石綿含有ビニル床シート 田島応用化工(株 ) 1974～ 1979 3～ 5 白石綿

シャトラン 石綿台有ビニル床シート ダイニック(株 ) 1970～ 1980 情報なし 白石綿

FH フクビミカタエ業(株 ) 1974～ 1987 19～ 28 白石綿フクビリューム 石綿含有ビニル床シート

1974～ 1987 19～ 2B 白石綿フクビリューム 石綿含有ビニル床シート FU フクビミカタエ業(株 )

白石綿フクビリューム重歩行 石綿含有ビニル床シート EC フクビミカタエ業(株 ) 1978～ 1989 15

フクビリューム重歩行 石綿含有ビニル床シート EN フクビミカタエ業(株 ) 1978´ψ1989 15 白石綿

白石綿フクビリューム重歩行 石綿含有ビニル床シート EB フクビミカタエ業(株 ) 1978～ 1989 15

ポンリューム Eタイプ 石綿含有ビニル床シート 富双合成 (株 ) 1975´ψ1985 基材34 白石綿

ポンリューム Sタイプ 石綿含有ビエル床シート 富双合成 (株 ) 1972～ 1985 基材32 白石綿

白石綿

1/1



石綿 (アスベス ト)含有建材の特徴

建 材 名 (一般名)

(通 称)

石綿含有ビニル床シー ト

規 格 等

・ЛS A5705 ビニル系床本オ

・ЛSA5536 高分子系張り庁木′|オ用接着斉l

製造期間

・製造開始は、1951年である。 (個々の製品の寿命が比較的短く、長いもので 10年前後である。)

・製造終了は、1990年である。

建材の特徴

O性質、寸法、形状など

・各メーカーとも、多彩な色柄の製品がある。

・寸法 (メ ーカーによつて異なる)

厚さ

l―l

幅 × 長さ

(mml

2.0 標準寸法 1820× 2(l(100

2.8 標準寸法 1820× 90(10

O主な施二部位、使われ方など

・防水性能が高いことから水廻りに多く使用 されている。

・住宅の場合は、合板等の本質系下地面に接着剤を用いて施工するのが一般的である。

施工例



資料配2

石 青 ボ ー ド製 品 に お けるアス ベ ス トの 合 有 につ い て

社団法人 石膏ボー ドエ業会

1.現在の石百ボー ド製品には、一切アスベス トは使用されておりません。

2 .アスベス トを含有していた製品の種類、時期、量

1)過去のごく一部の特殊製品 (不燃積層石膏板等)にアスベス トが使用されていたものがあ

りました。対象製品は昭和 45年～昭和61年までに製造されたものであり、この期間に

製造された石育ボー ド製品の 19も弱であります。尚、上記対象製品は一般住宅ではほとん

ど使われておりません。

2)下記①～②の製品に約 1重量%、 ③～⑦の製品に約 1.5重量%、 ※印の製品については、

約 4.5重量%含有しておりました。尚、使用されたアスベス トは白石綿です。

製 品 名 防火材料認定番号

① 911ull厚準不燃石膏
'及
音ボー ド 第 2006号、第 2019号

② 911ull厚化粧石膏吸音ボー ド 第 2014号、第 2010号

③ 711ull厚アスベス ト石膏積層板 第 1012号

④ 911』 Il厚 アスベス ト石膏積層板 第 1013号

⑤ 911ull厚 グラスタール石膏積層板 第 1014号

⑥ 911Ⅱ ll厚不燃石膏積層板 第 1004号

⑦ 711ull厚準不燃アスベス ト石膏積層板 第 2008号

※ 1511」 ll厚ガラス繊維網入 り石膏ボー ド

※ 半J別方法は、下記追記参照。

3. 半明り方法

上記①～⑦の石膏ボー ド製品は、厚みと石膏ボー ド製品の裏面に表示されている製品名と

防火材料認定番号から判別することができます。

4.アスベス トを含有する石膏ボー ド製品は、特別管理産業廃棄物には該当しません。

参照法令

1)廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令 第 2条の4第 5号

2)廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則 第 1条の 2第 7項

5.解体時の留意点

解体現場では労働安全衛生関連法規を遵守して下さい。

6.廃石膏ボー ドのリサイクルについて

上記アスベス トを含む廃石膏ボー ド製品はリサイクルできませんので、管理型処分となり

ます。

追 記

吉野石膏爛の昭和 52年～昭和 61年までの吉野耐火 ウォールA又はBに使用されておりま

した厚 さが 1511111で コア中に網の入つた製品が該当します。但し、当該製品はボー ド裏面に

JISマ ーク及び不燃材料認定マークが印刷されてお りませんので、マークの印刷がないもの

が該当します。

2005.8.23



2005年 8月 9日

日東石膏ボー ド株式会社

石綿含有製品の製造実績の調査結果について

日東石膏ボー ド株式会社 (本社 :青森県人戸市、社長 :坂井隆)では、現在の弊社製品 (タ イ

ガーボー ド、ニットーせっこうボー ド、目地処理材、その他の各種製品)には石綿は使用してお

りませんが、過去に一部の製品で石綿を使用したものを製造・販売していました。製品に関する

情報は、以下の通りです。

1.石綿の使用状況

2.健康調査

従業員及び退職者の健康調査を実施中ですが、現時点の調査では従業員ならびに元従業員の

石綿に起因すると思われる健康被害 (中皮腫)は報告されておりません。 また、工場周辺住民

の方々からの、連絡・相談も受けておりません。

3.今後の対応

今後、従業員及び元従業員の健康調査を更に進めてまいります。

また、上記石綿含有製品の特定ならびに廃棄に関するお問合せ、あるいは上記 目地処理材、

ペイン トをお取り扱いにならたれた方等へのご相談窓日を設けましたので、ご利用ください。

本件に関する相談窓日

日東石膏ボー ド株式会社  担当 :兎内 (と ない)

電  話 :0178-43-7191
FAX :0178-71-1081
E‐mail:nsb‐sales@niftycom

対象製品 製造時期

(製造量)

石綿の

種類

石綿

総使用量

石綿の使用形態

9mm厚アスベス ト石膏積層板 1979 年   ～

1985年

(約 100千枚)

白石綿 約 17トン

表紙に石綿入 り不燃

紙を使用

9mm厚石膏ボー ド天丼板
"シャイン"、  "マイル ド"

1977年 ～

1981年

(約 448千枚)

白石綿 約 2トン

石膏板の表面印刷用

塗料に石綿を混合 し

て使用

日地処理材 "NSデ ョイントセメント"

" ニットーハ
°
テ"

ペイン ト  "ローラーヘ
°
イント"

1978 4卜  ～

1981年

(糸も650トン)

白石綿 約 17トン

石綿を混合



2007/2/5

チヨダウーテ株式会社

当社 にお けるアスベス ト (石綿 )合有製 品について

法令の改正を契機に追加調査した結果を合め、過去のアスベス ト (石綿)合有製品について、現時点迄の調査で把握できて

おります内容を下記の通りお知らせ致します。

記

1.現在の製造・販売状況について

現在、当社ではアスベス トを使用したせっこうボード製品は一切ごぎいません6

ベ

※アスベス ていました。

※アスベス トの種類は、白石綿(ク リツタイル)で、使用された量は、約1.5%(製品重量比)で有ります。

3.判別方法について

①建物の設計図書等で、厚さ、不燃材料、防火材料認定番号、商品名、使用時期で特定できることが有ります。

②設計図書などが無い場合、製品の裏面表示(防火材料区分、認定番号、製造日、ЛSマーク等)または表面意匠で特定

できることが有ります。

尚、平成2年にチヨダウーテ棚に社名変更を致しましたので、製造時期との関連から現社名が表示されている製品は、

アスベスト合有製品では有りません。

4.アスベス ト合有製品の健康への影響について

解体等で破壊等がなければ、一般的な使用下では空気中に飛散する恐れはないものとされています。

現時点で、従業員、従業員の家族及び周辺住民等からの健康被害の報告は有りません。

5.アスベス ト合有製品の取り扱いについて

解体現場では、下記の法令等も合め労働安全衛生関連法規を遵守して頂きます様にお願い致します。

①石綿障害予防規則 (石綿則)(平成17年7月 1日施行)

②非飛散性アスベス ト虎棄物の扱いに関する技術指針 (平成17年3月 30日 環境省通達)

尚、自治体または労働基準監督等の指導がある場合はこれに従つて処理して頂く様にお願いします。

参考
1)アスベス ト合有製品は、特別管理産業廃棄物には該当しません。

参照法令 1)廃葉物の処理及び清掃に関する法律施行令 第 2条の 4第 5号
2)廃秦物の処理及び清掃に関する法律施行規則 第 1条の 2第 7頂

2)上記アスベス ト合有製品は、リサイクルできませんので、管理型処分となります。

6.判別方法等の問い合わせ先

品質保証室 電話番号 059-363-5558

開発本部  電話番号 059-363-5561

FAX番号
FAX番号

059-363-5553

059-363-5562

製造会社名 一般名 商 品 名
主な使用部位、

製品の寸法・特徴等
製 造 期 間

識別防火材料
認定番号

アスベスト
石膏積層板

昭和46年～

昭和54年
不燃第1013号

不燃石膏積層板

不燃シルク
用途 天丼
寸法 9HE4455Ш■910HH
表面 化粧柄塗装 昭和54年～

昭和61年
不燃第1004号

昭和46年～
昭和54年

不燃第1013号
アスベスト
石膏積層板 プラス トーン

エース

用途
寸法
寸法
表面

天丼
9ロェ■455鳳HⅢ 910B■

9Bェ■910HHⅢ 910HB
型押 し・ 塗装
型押 し凹部白系色

昭和54年～
昭和61年

不燃第1004号不燃石膏積層板

不燃第1013号
アスベスト
石膏積層板

昭和46年～

昭和54年

不燃石膏積層板

エースボード

用途
寸法
寸法
寸法
表面

天丼・ 壁
9BL49 10HHキ 1820BB
9■ェ*910E■キ2420HE
9Hェ■910E■42730■■

化粧無 し

(表面紙白系色 )

昭和54年～

昭和61年
不燃第1004号

不燃 (個 )第 1425号

該当製品の

社名表示
千代田建材工業

株式会社

化粧石こう板
エースボードR
(エースウォール)

用途 壁
寸法 12Ш■606Ш*2420阻

表面 化粧印刷
昭和52年～

昭和56年

Ver.04



平成 18年  1月 31日
吉野石膏株式会社

当社 にお tす るアスベ ス ト (石綿)含有商 品について

1.現在の商品について

現在当社ではアスベス トを使用した石膏製品はございません。

2.過去のアスベスト含有商品について

アスベス トを含有する商品とその製造期間は下表の通りですが、これらアスベス トを含有する商品の生

産量の割合は全商品の 1%程度であり、殆どの商品にはアスベス トを使用しておりませんでした。

製品の区分

(防火材料認定番号)

商 品 名 サ享さ アスベス ト使用期間

アスベス ト石膏積層板 9mm

(不燃 第 1013号 )

不燃 タイガーボー ド9

不燃 ジプ トー ン

不燃マーブル トーン

9mm

昭和 47年 7月

～ 昭和 54年 5月

不燃石膏積層板

(不燃 第 1004号 )

昭和 54年 6月

～ 昭和 61年 8月

石膏吸音ボー ド

(準不燃 第2006号 ) 準不燃  タイガー トーン

(不燃紙張 り)

9■lm

昭和 45年 7月

～ 昭和 54年 5月

吸音用あなあきせっこうボー ド

(準不燃 第2019号 )

昭和 54年 6月

～ 昭和 59年 3月

化粧石膏吸音ボー ド

(準不燃 第 2010号 )

(準不燃 第 2014号 )

ニュータイガー トーン

(不燃紙張 り)

9mm
昭和 50年 12月

～ 昭和 59年 3月

ガラス繊維網入 り石膏ボー ド
なし

(耐火ウォールA及びB専用)

15mm
昭和 51年 4月

～ 昭和 61年 6月

備考 (1)ア スベス ト石膏積層板と不燃石膏積層板はアスベス トを抄き込んだ紙を表面側に使用して

いました。ボード1枚当りのアスベス ト含有量は約 1.5%です。

(2)吸音ボード類はアスベス ト紙を裏打ちに使用していた製品が該当します。

ボード1枚当りのアスベス ト含有量は約 1%です。

(3)最下段のガラス繊維網入 り石膏ボードは石膏中に約 4.5%含有しています。

(4)ア スベス トの種類は全てクリツタイル (白 石綿)です。

3.判別方法について

①設計図書等に記載された防火材料認定番号、商品名、使用 (建築)時期などから特定できる場合が

あります。

②製品の裏面に捺印された防火材料認定番号と製造日から特定することができます。

第 2014号 、第 2019号 及 び第 1004号 は、 ア ス ベ ス 卜矛イ市田 1フ て 、ティゝ 、鯉 f■ と、
「

副 募譜挙 >予 ヤ じ

なる期間があ りますので使用時期の特定が必要です。

③ガラス繊維網入 り石膏ボードは、厚さが 15mmで 石膏中にガラス繊維の網が入つた製品で裏面に

JISマ ーク又は不燃材料認定マーク (不燃第1008号)の無い製品が該当します。



4.アスペスト含有製品の健康への影響について

現在問題 となっているアスベス トによる健康被害は空気中に飛散したアスベス トを吸引した結果発症し

したものですが、一般的な使用下ではアスベス トを含む石膏ボードからアスベス トが空気中に飛散する

恐れはないとされています。

但し、建替え工事や改修工事でアスベス トを含む石膏ボードを解体する場合はアスベストの飛散に対す

る注意が必要です。

5。 解体時の留意点

アスベス トを含む石膏ボードを解体する場合は粉塵が飛び散らない対策を施す必要があります。

アスベス トを含む建材の解体工事に関する具体的な手順等は『非飛散性アスベス ト廃棄物の取扱いに関

する技術指針 (有害物質含有等製品廃棄物の適性処理検討会)』 や『建築物の解体等工事における石綿粉

じんへのばく露防止マニュアル (建設業労働災害防止協会)』 に記述されています。

6。 アスペストを含む石曹ボード廃葉物 (廃石青ボード)の処理について

1)解体工事等で発生 したアスベス トを含む廃石膏ボー ドは非飛散性アスベス ト廃棄物となりますので、

管理型処分場での処分が可能です。 (特別管理産業廃棄物には該当しません。)

2)アスベス トを含む廃棄物は溶融処理を行なった物以外はリサイクルできませんので、アスベス トを

含む廃石膏ボー ドはリサイクルできません。管理型処分場での処分を行なって下さい。

以 上



資料h3

本マニュアルの目的と適用範囲

本マニュアルは通称「アスペス ト叫紙」 (後述参1く )尋、アスベスト製品を使用した壁紙のリ

フォーム ri事現場における取扱い、ならびに回H虻および廃棄に関する、標1件的な手順を示すもの

です.

今回のマニュアルは内装施工業者が元請となってリフォームエ事を行う場合を想定 しておりま

す「 ド請け等のお立場の場合には、現場任rr里 者の指示に従ってください.

表 1に 示す建材て
')う

ち、アスベスト叫紙以外の、 (1)内 散ヽT!、 (2)非
'lt散

型については川

,と、 Iど t令に則 1)、 ヤ,I処 してくメごさい

なお、1期連法行・法現等とf寸 さ合わせた
''歩

合に、本マエュアル1だ 粒
t,FユIと のテtЩがあ・)た場合

は、
1`4,滋

法令・法胤と類がホマニ liア ルに優先します.

1-1 アスベス ト建材の分類と手順

キ`ニ成18年 9チ jl日 より以前α)ア スベス ト合角建材は、表 1の ように分類さオlま す。この

うち、アスベス ト壁紙は第 3分類に属 しますじ平成 18年 9月 1日 以降、アフ、ベス ト含有

建材の規制値が、含有率01%未満となっており、行政側もアスベストの「 鱗ヽ化を進めてお

り、使用しないメコ向で指導されております.

1-2 アスベスト壁紙とは

アスペストυ)う ち、白「 f絣|(ク リツタイル)と アヽルプを淀憮して製紙 した Iア スペスト

紙 Jをベース (原反)と し、化粕「加 に
')メ

J法 によりとスドの 21れ 灯iがありました、1

1- アスペスト紙にドE催、化粧顔料を塗布または印tiけ したi笠紙十

, アスベスト紙に比iビ層などの化坤

'制

をコーティングまたはラミネー トしたもυ)t,

表面は塩ビ製壁紙と組似する.

壁紙は、アスベストを成分のひとつとしてビニルに,毘ぜたりするなどの製造方法はとっ

ておらず、すべて「アスベスト紙」を加 liし た製品です.従 って、直接サンダー掛けなど

をしない限り、アスペストが環境中に飛散することはありません

なお、アスベスト壁紙は昭和63年以降は一切製造 t出荷されておらず、現在の壁紙品質

情報検索システム にヽ登録されてtヽ る製品にも、もちろん含まれておりません,

*壁紙情報検索システム :UR社 三httpノ/www,wacoa,,p

1-3 壁紙施工用副資材
i従 紙施 I:時 に使用する、壁紙施工用澱粉系接着剤、合成樹脂系接若却よ、盤装用シー

ラー、壁球装用八テ等の、壁紙用施工副資材類には、アスペスト含有製品はありません.



アスベス ト壁紙の識別法の例

2-1 設計図書・仕様書・内装工事仕上表等の確認

(1)当該対象物件の設計図書等がある場合は、その仕様ないし内装仕 L表.大規模物件

の場合は、最終竣工岡面の内装仕_上 表につき、以 ドの確認事項をチェックしてくださ

い 、

(2)ブ レハプ建築等η!iく認定をil〈 得している物件は、当該型式認定仕様群により、lス ド

ウ)確認 1手 丁Hをチェックしてください。

【確認 `IWi】 11ドυ)オケ刀t riは アスペスト1世紙げ)11,能性があります下

r iYF漁 162(1〔)87)イ li以 前崚 IIの物件であるかどうか (lFiれ 1(う 3イtil文障は製造されておら

ずまたrrittも されていない)と

を 防火材料の認定置I「)と して

昭和15年 ヽ48年 「化粧 (不燃)第 1005号 l r化粧 F準不燃,第 2005号 J

昭和48年 ～534拝 「化粧 (不燃)第 1101号 」「化粧 (準不燃,第 2025号 」

「化粧 (不燃〕第 2026号 」「化粧 1準不燃)第 2027号 J

昭和53年ヽ66年「無機質璧紙 化粧 (不燃,第 1103号 ど

「無機質壁紙 化粧 (準不燃)第 2107号 1

‖Fイ和56守i～ 62年 「壁装材料第0005号 J

とあった場 r手 .

争 内装仕 liよ4に、 |ラ
フスペス ト壁紙 1 1無機質壁紙 〕 千不燃壁紙1等 と掛かオlて いた

,冴 ri!,

2-2 現場での確認

(1)昭れ145fliか ら昭和162年以前嘘 Iiσ)物件で、

「化粧 (不燃】第 100う 号 J

「化粧 r準不燃)第 2005号 」
ギ
化粧 (不燃)第 1101号 」
〒化粧 (準不燃)第 2025号 」
子14粧 (不燃)第 2026号 」

「化粧

`準

不燃)第 202ア 号J

T無機質壁紙 化粧 (不燃)第 1103号 」

「無機質壁紙 イと粧 (準不燃)第 2107号 」

と、赤色地 (不燃の場 F,〕 または緑色地 (W:不燃の場合)に黒色文字、ならびに金色

地に赤色 (不燃)ま たは緑色 (:t生 不燃)で角I刷 された、慨オtュ 3 cmPЧ ttσ )ラベルがIPiっ

てある場合→

(2)「不燃第0005号 無機質壁紙J「準不燃第0005号 無機黄壁紙」と記さ1と 、金

色地に赤色 (不燃)ま たは緑色 (準 イく燃)で印刷された、1琵 laS c nll'Llttυ )ラ ベルが

鈴|っ てある場合ぅ



(3)表面からH視では分かりにくいので、牌Iな ど部分的に '部、化粧鷲耳を剤がし、下地

1硼がグレーのと易L合はアスベスト原紙の 11∫ 能性がある.

ただし最終的には疑わしい場合には、分析を必要とする.分析費用は、 1サ ンプル

当たり数万円であるぅ

(4)代表的な使用部位

アスベスト壁紙は、準不燃の性能表示もありましたが、ほとんどが防火材料の不燃

内捜材として出荷されてお りました。用途は、建築基準法に基づ く内装制限により

「イヽ燃」を要求される避靴階段、通路、エレベータホール、商業施設、スポーツセン

ター等の壁面、天Jキ などが主なものです
=

住宅では、プレハプ住宅メーカーの仕様により、台所等火気を使用する部分の納壁

等に防火のために使用さオlた 例があります (ィ また、簡易耐火造の住宅の台所にも、十司

様の日的で使用されたこと力→ありま習
・
.

(5)阿riれ 162年 lス由4σ )物 件で、ラベル等がなく、かつ疑わしい場合には、占!!器 、販売店等

のプランドを調べて、
114該

lサ業売岸f彎に問い合わせをするの t)・法ですt

2-3 その他注意事項

壁紙の下地として、石綿スレー ト被、 (石綿)フ レキシプルボー ド、石綿ケイ礎カルシ

ウム板、その他繊維混入石綿セメント板類など、アスベスト含有建材が使用されている場

合があります。これら■)場合は、表 1に示す第 2種の非飛散聖建材となりますので、横様

讐えに際 しては、取扱いに注意 してください.その場合は、現場管理者に報告の に、法令

に則った対処が必要です。



ALCパネル とは I ALC協会

0パ路協会
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ALC脇会について  環境問題への取組み  技能検定  よくあるご質問

ALC′ 〔ネル?   種類と規格   取付け構法   防耐火構造 遮音構造   刊行物・資料DL  施工事例

批 げ専中期し
'

協八てくだ吉い、ALげ悌 ん

ALCパネルlま珪石、セメント、生石灰、発泡剤のアルミ粉末を主原料とし、 高温高圧蒸気養生という独自の

製法による軽量気泡コンクリート建材です。軽さと強度、断勲 1生をあわせ持ち、現代建築に欠かせない建材

として位置づけられています。

安心 :火に強い

ALCノ く
'″

、ルlよ不燃材料で、耐火構造などの仕様や認定を有しています。無

機質の原料からつくられるため、万―の火災にも有毒なガスや煙を出すこ

とはありません。耐火性を備えたパネル建材として最も普及しているのが

ALCパネルです。

補強材入り

ALCパネルの内部には、補強材として特殊防錆処理を施した鉄筋マットや

メタルラス(スチール製の金網)が組み込まれています。補強材を外壁、間

仕切壁、床、屋根など使用部位に応して配筋することで、使用上十分な強

度を発揮します。

快適空間

ALCノ くイ、ル全体(E広がる無数の細かい気泡が優れた断熱′Fとを発揮します。

その性能は普通コンクリートの約10倍。空調のランニングコス トを抑え、

結露の防止など居住性の向上に貢献します。

ALCノ くネルは、軽くても音を伝えにくい性質をもつています。他の材料と

合わせて使用することなどにより、共同住宅の界壁に使用することも可能

です。

htp://www.alc― a.orjp/aboutalc.html 2021/04/01



ALCパネル とは I ALC協会

196潟 賊柔請蒲要輿幽 ネルは一貫して有害物

質ゼロ。アスペス トはもちろん 卜)レエン、キシレンな

どの揮発性有機化合物 (VOC)とは無縁です。また、

クロ)レ ビリホスやホルムアルデヒドをまつたく含んで

いないため、使用面積の法規制を受けることはありま

せん。

◆歴史が物語る

ALCは1920年代中頃、スウェーデンで開発されました。1930年頃には同国で工業

生産が始まり、その後、 ドイツ、オランダ、旧ソ連など北ヨーロッノくを中心に普及

しました。ALCの製造技術が日本に導入されたのは1962年。途絶えることなく半

世紀を超えた長い歴史がALCパネルの信頼l陛を物語つています。

Copyttght ③ 2010‐ 2019 ALC Associadon A‖ RighL Reserved
n学VヽVL

謡

憩
，

髭

avォコ コ減 L′ VttЯ

ALCノ 〔ヤ、ル ?

種類と規オ善

取付け椙法

登←最ALC基幹技能者語習

防耐火構造

遮音構造

刊行物・資料ダウンロー ド

施工事例

ALC協会 について

環境問題への取組み

技能検定

よ くあるご質問

ALC探訪一覧

サイ ト利用規 御

0

htp77www.alc― a.orjp/お outalc.html 2021/04/01



Q&A―よくあるご質問 I ALC協会

0劇 靴 会
Aに協会について  環境問題への取組み  技能検定  よくあるご質問

ALCパネル ?   種類と規格    取付け相法   防耐火構造    遠音構造   刊行物・資料DL  施工事例

とくう0ごBH

中

l⑤ り十サ丁ク
'10ヽ

A

1卜

ALCパネルQ&A

ALC′《ネル全般についての

よくある質問にお督えしています。

ALC′《ネ,レQ&A
ALC八ネル全般についてのよくある質問にお筈えしています。

主にALC廃棄物の通正処理についての

よくある質問にお答えしています。

●襲品・規格

Ql-1

Ql‐2

Ql‐3

Ql‐4

Ql‐ 5

ALCノ くネルとはどういう建材ですか?

ALC′ くネルメーカー名、プランド名を教えてください。

ALCノ くネルはどのようなところに使用されていますか?

ALCプ くネルはJISて 日本工業規格う製品ですか?

ALCツ 才ヽ、リレはどれくらい使用されていますか?

●特長・物性

Q2‐3: ALCノ く才、ジレは地藤に強いですか(耐震性能はう?

Q2‐4: ALCノ くネルの断熱性能はどれくらいありますか?

●法令・認定

Q3‐ 1:

Q3‐ 2:

Q3‐ 3:

Q3‐4:

Q3‐5:

●相法・施エ

Q4… 1:

Q4‐2:

Q4-3:

Q4-4:

Q4‐ 5:

Q4‐6:

。仕上げ

Q5-1: ALCノ くイ、ルタト壁に適した仕上げ材は何ですか?

ALσ くネルは不燃材料ですか?

ALCツ くネJレの耐火認定および認定番号について教えてください。

AL(ツ く
'7、

ルはシックノ(ウス規制対象となりますか?

AL(ツ くネルをマンシヨンの戸境壁(界壁うに使用することはできますか?

防火区画の間仕切壁上部は耐火被覆を行なう必要がありますか?

ALCノ く才、ジレの開回補強材について教えてください。

ALCプ くネルの壁面に重量物は取付けられますか?

ALCノ く
'″

、ルの加工基準は?

ALO(イ、)レを施工する場合の隣槙間隔て隣の建物との距離Ⅲはどれくらい必要ですか?

AL(ツ くネルはどのように施工しますか?

ALCν く才、ルの各構法は、公共建築工事仕様書のALO学御レの取付け構法の何種に該当するのでしようか?

0

Q2‐ 1

htp://www.alc…a.orjP/qa.hml 2021/04/01



Q&A―よくあるご質問 I ALC協会 3/6ページ

ALCパネル出荷量の推移

Q2‐ l ALC′〔ネルにアスベスト(石伸)は含まれていますか?

A2‐l ALCパネルの原材料には、珪石、セメント、生石灰や補強用の鉄線やラス網が使用されています。発売当初よリアスベストを含む

原材料を一切使用していないゼロアスベスト建材です。

Q2‐2 ALC′ 《ネルのB用年政はどれくらいですか?

A2‐2 ALCノ くヤ、ルの耐用年数は、使用条件や仕上げ材(吹付、シーリング)のグレード、適切なメンテナンスの有無により異なります。通

切な使用条イ牛のもとに、定期的なメンテナンスを施した場合は、50年を超える長期使用も可能です。

Q2‐3 ALC′ 《ネルlよ地置に強いですか(田風性脇は)?

A2‐3 外壁パネルは、通常ロッキング構法で取り付けられます。ロッキング情法は、地震時に月区体(鉄骨)が変形してもノ(イ、ジレが回転

(ロツキング)することで変形による損傷を小さくすることが可能な構法です。過去の大地震においても、躯体が限界を超えて変形した

り、破壊された場合を除いて、ロッキング稿法で取付けられた外壁〕部 レは、ほとんど損傷を受けませんでした。また2007年 3月 には、

E‐ディフェンスで行われた展動実験でロッキング格法の耐震性能(層間変形追従性能)の高さが実証されました。

}詳しくはこちら

Q2‐4 ALC′ 〔オ、ルの断熟性機はどれくらいありますか?

A2‐4 -般に断勲′性能は、熱の伝わりやすさを示す値である熱伝導率で表されます。ALCの熱伝導率は0.17W/m・ Kで、普通コンク

リート(1.6W/m・ K)の約10倍もの断熱性能があります。

Q3‐ l ALC′《ネルlよ不嫌材料ですか?

A3‐ l ALCノ く
'約

レは、不燃性能の技術的基準 【平成12年5月 30日建設省告示第1400号 不燃材料を定める件】に規定される「コンクリー

ト」に含まれます。したがって、不燃材料です。

<参考> 一般財団法人 日本建築センター「平成12年6月 1日施行 改正建築基準法・施行令等の解説」語習会における質問と回答

(httD:〃 WWW,bci,or.iD/SrC/c15 course/ca/000725-3.Ddf)

Q3‐2 ALCパネルの酎火露定および

“

た番号について教えてくだきい。

A3‐2 ALCノ くイ、ル単一材としてのタト壁・間仕切壁および屋根の耐火構造は、 【建築基準法第2条第7号 耐火構造】に定められており、具

体的な耐火構造の仕様(例示仕様)は 【平成12年建設省告示第1399号 耐火構造の構造方法を定める件】により規定されています。この場

合、耐火認定書は発行されませんので確認申請時には、建設省告示1399号と明記してください。また、単一材の床は耐火1時間、2時間

の耐火認定を受けており、それぞれ認定番号、構造方法・建築材料、構造説明図が記された認定書が交付されています。

}認定番号の詳細はこちら

と :ヰ :帯:|::ツξ;ア 曳 鷺 庭 :≧ 化学物質やよ華発性識 駒 ⅣO期よ含まれていま醜 勅 お年7月 1日齢

り、シック八ウス対策として、「建築基準法第28条の2に基づくクロルピリホスおよびホルムアルデヒドに関する告示(平成14年国土交通

省告示第1112号～1115号 )」 が施行されました。AL(ツくイ、ルは「平成14年国土交通省告示第1113号 」に規制を受ける建材として限定列

出
荷

（
壬
耐
）

∞

∞

∞

０

htp://www.alc―a.orjp/qa.html 2021/04/01
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TEL・ FAX 0155-34-9700



保存 3年 令和 3年 4月 7日

報告書 (証明書)番号 No.A210004

石綿障害予防規則 第3条第2項に基づく
事前調査における石綿分析結果報告書 (証明書)

道東あさひ農業協同組合 様

貴社より委託を受けた石綿分析の結果は、下記に記載したとおりであることを証明します。

ただし、本分析の結果は、入手した試料の範囲に限定させていただきます。

記

実施した分析方法 定性分析方法 2(X線回折分析法 。位相差分散顕微鋭法)※ アスペス ト分析マニュアル第 4章

1.分析を実施した石締分析機関

名 称 合同会社いずみの 代表者氏名 代表社員 二十公野

所在地
北海道帯広市西17条南4丁 目19-3 回

一
ず
・TEL:0155'34・ 9700 FAX:0155・ 34・9700 の Irう 1

⌒ 請 rh

倍頼性保障/品質確保の書思証等

登録番号 (作業環境測定機関)

連絡担当者 五十公野 健二

氏 名 民間機関による技能評価の取得状況

二十公野 健二 日測協 Aラ ンク 認定No.19■A0111(JIS A 1481-2及び」IS A 1481-3)

2.分析を実施した年月日

分析実施口 令和 3年 3月 31日 令和 3年 4月 6日

3。 物件名称

物件名称 道東あさひ農業協同組合 根室支所
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4.試料採取履歴

5.分析結果

注1)石綿の種類の項には、次の記号 してい る。

Chr:ク リツタイル Amo:ア モサイ ト Cro:ク ロシドライ トTre/Act:ト レモライ ト/ア クチノライ ト

Ant:ア ンソフィライ ト

建物、配管設備、機器等
の名称及び用途

名 称 道東あさひ農業協同組合 根室支所

用途 事務所、店舗、その他 (給油取扱所)

施工年及び建築物への

施工などを採用した年

採取箇所等の指示 (判断)者の

所属、氏名、資格
株式会社 山川 山野 永二 (石綿調査診断士 NADA1251)

採取者の所属、氏名、資格 同 上

試料

No.
試料名称 採取場所 採取部位 建材名称

丹Ij添

データ

No.

1 外壁仕上塗材 事務所棟 外 壁 建築用仕上塗材 1

2 配管保温材 事務所棟 2F応接室 配管 配管保温材 2

3 外壁仕上塗材 根室給油所 外 壁 建築用仕上塗材 3

4 外壁仕上塗材 購買店舗 外 壁 建築用仕上塗材 4

以下余 白

定性分析結果 石綿含有判定結果

分散染色法X線回折分析法

石綿の
種類

石綿の

有無
石綿の

種類

石綿の

有無
石綿の

種類

別添

データNo.
試料

No.
試料名称

石綿の

有無

A210004-1
①

・無 Ch 征 Chr 征
小

Chr1 外壁仕上塗材

有 征 有・① A210004-22 配管保温材 有 征

有・① A210004-33 外壁仕上塗材 有。① 有 征

有・① A210004-44 外壁仕上塗材 有。① 有

有・無以下余白 有・無 有・無

有・無 有・無 有・無

有・無 有・無 有・無

有・無 有・無 有・無

備 考

」IS A 1481-1(偏光顕微鏡法)に よる分析結果

1吹付けタイル (複層塗材)は含有無し、モルタル下地にアスベス ト含有
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別添データ (共通事項)

l.使用 した測定機器

1.l X線回折装置の製造業者、形式

X線回折装置の製造業者・形式
製造業者 Rigaku

形 式 MiniFlex600 1- D/teX Ultra2

1.2 位相差・分散顕微鏡の形式

2.X線 回折装置の定性条件

偏光顕微鏡の製造業者・形式
製造業者 Nikon

形 式 ECLIPSE LV100-UDM― POL/DS

照明系 形 式 LV一HL50W

コンデンサ 形式 LV― CUD

対物 レンズ 形 式 CFI Plan Fluor 40xDS 2

設定項 目 測定条件

X線対陰極 Cu

管電圧 (kV) 40

管電流 (rttA) 15

単亀化 (Kβ線の除去) Kβ フィルター

フルスケール (cps) 自動

時定数 (s)

走査速度 (° /min) 10

発散ス リット(C) 1.25

散乱スリット(° ) 8

受光ス リット(■lnl) 13

走査範囲 (2θ )(° ) 5 - 70
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採取年月 日 令不日3年 3月 27日 試料No. 3

試料の概要
(形状又は材質、試料の大きさ、
採取方法)

形状又は材質 薄塗材 (吹付リシン、ALC下地、下地調整塗材無し)

試料の大きさ

採取方法

別添データ No,A210004-3

1.試料採取履歴 (詳細)

2。 一次分析試料の作製方法 (試料粉砕方法)

※一次分析試料の加熱処理を実施した場合

3.判定結果

3.lX線回折分析法による定性分析

3.1.lX線回折分析法による定性分析結果

粉砕に使用 した粉砕器の名称
及び形式

粉砕器の名称 アル ミナ乳鉢

粉砕器の製造業者・形式 ニ ッカ トー HD-2(φ 140× 1071m)

標秦ふるいの目開き 500 Jm

使用 した分析機器 低温戻倍処理装善   その他 ( )

分析機器
分析機器の名称 小型プログラム電気炉 lヽヽlF-1

分析機器の製造業者・形式 アズワン

分析装置の条件

電気炉
温度 (℃ ) 450

加熱時間 (min) 120

低温灰化
装置

酸素流量 (m1/min)

出力 (W)

灰化時間 (min)

加熱処理前の一次分析試料の葎量値
(g)

加熱処理後の一次分析試料の秤量値
(g)

減量率
(r)

1.964 1.640 0,835

石綿の種類 定性分析結果

クリツタイル 有    ①
アモサイ ト 有    ①
クロシ ドライ ト 有    ①
トレモライト/ア クチノライト 有  ①
アンソフィライ ト 有  ①
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3.1。2 X線回折分析法による定性分析 回折線プロファイル

1

測定データ:SS外壁塗材 
―Ca

Kaonnite

80e+005-

60e+005-
翁
住じ
製
部

I次分析試料

20e+005 ｏ
ｔ
こ

石

ｑ
堂

ｏ
遭
Ｃ
〓
ｏ
ｑ
Ｖ

Ｃ
Ｏ

『
〇
一ト

“
〇

¨
酒
ф
Ｆ

ｑ
Ｏ

『
〇

一―・

Ｃ
Ｏ

Φ 剣
〇
一卜

『
〇
一卜

Ｎ
Ｏ

一ト

00e+000

10     15     20 30 35     40

2θ (deg)

45     50     55     60     65     70

25e+004〓   ~~
測定データ:SS外壁塗材
測定データ:Chr std

測定データ:Amo Std

測定データ:Cro Std

測定データ:Tre sid

15e+004

製
部

1

50e+003-

|

2次分析試料

Chr+蛇紋岩

0

100    105 12595 110 115

2θ  (deg)

120 130 135 4ヽ0

「ピークの記号」

Chr iク リツタイル Amo:ア モサイ ト Cro:ク ロシ ドライ ト Tre/Act:ト レモライ ト/ア クチノライ ト

Ant:ア ンソフィライ ト Ca:カルサイ ト Q:石 英  Tr iト リジマイ ト Cr:ク リス トバライ ト

Vc:′ミーミキュライ ト Hb:ハ イ ドロバイオタイ ト Br iブルーサイ ト Se:セ ピオライ ト

Cl:ク ロライ ト Mc:マ イカ (イ ライ ト) Fl:長 石  Gyp:ギ プサム(石膏) Uni未 同定ピーク

「注意事項」 (2θ )   5° ～70° のX線回折プロファイルを添付。
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3.2 位相差・分散頭微鏡法による定性分析

3。2.1 分析室の温度

分析室の温度 (℃ ) 24.2

3.2.2 分析結果記入欄

・石綿種類 ( クリツタイル )
D

25℃
屈折率 = 1.550

25℃

・石綿種類 ( アモサイ ト ) 屈折率駐=1.680

・石綿種類 (ク ロン ドライ ト ) 屈折率
D=1.680

調整

試料
No.

n

計数視野数
計数粒子数

(個数 )

分散色を呈した粒子数 (個数)

アスペクト比3以上の繊維状粒子数 粒子数

1 80 1000 0 0

2 82 1000 0 0

3 86 1000 0 0

合計 248 3000 0 0

調整

試料
No.

n

計数視野数
計数粒子数

(個数 )

分散色を呈 した粒子数 (個数)

アスペクト比3以上の繊維状粒子数 粒子数

1 80 1000 0 0

2 83 1000 0 0

3 85 1000 0 0

合計 248 3000 0 0

調整

試料
No.

n

計数視野数
計数粒子数

(個数 )

分散色を呈 した粒子数 (個数)

アスペクト比3以上の繊維状粒子数 粒子数

1 80 1000 0 0

2 83 1000 0 0

3 85 1000 0 0

合計 248 3000 0 0

・石綿種類 (トレモライトアクチノライト) 屈折率れ=1.620

調整

試料
No.

n

計数視野数
計数粒子数

(個数 )

分散色を呈した粒子数 (個数)

アスペクト比3以上の繊維状粒子数 粒子数

1 93 1000 0 0

2 87 1000 0 0

3 85 1000 0 0

合計 265 3000 0 0
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調整

試料

No.

n

計数視野数
計数粒子数

(個数 )

分散色を呈 した粒子数 (個数)

アスペクト比3以上の繊維状粒子数 粒子数

1 93 1000 0 0

2 87 1000 0 0

3 85 1000 0 0

合計 265 3000 0 0

石綿種類 (ア ンソフィライ ト ) 屈折率角=1.620

3,2.3 位相差・分散顕微鏡法による定性分析結果

3.3 X線回折分析法及び位相差・分散顕微鏡法の定性分析結果に基づく最終判定結果

※X線回折分析法による定性分析(有)で、分散染色法(無)の場合で、石綿含有(無)と判定した場合の

確認方法

石綿の種類 定性分析結果

ク リツタイル 有 ①
アモサイ ト 有 ①
クロシ ドライ ト 有    ①
トレモライ ト 有 ①
アクチノライ ト 有 ①
アンソフィライ ト 有 ①

石綿の種類

定性分析結果
石綿含有

最終判定結果

X線回折分析法 分散染色法

石綿含有の有無回折線ピーク
の有無

3000粒子中の

アスペク ト比3以 上
の繊維状粒子数

石綿の有無

クリツタイル 有  。
① 0 有  。

① 有  ・ ①

アモサイ ト 有  ・ ① 0 有  。
① 有  。

①

クロシ ドライ ト 有  ・ ① 0 有 ・ ① 有  。
①

トレモライ ト
/ア クチノライ ト

有 ① 有・①
トレモライ ト 0 有  。

① 有  ・ ①

アクチノライ ト 0 有  ・ ① 有  ・ ①

アンソフィライ ト 有  。
① 0 有  。

① 有  ・ ①

使用 した浸液の屈折率 観察された分散色
アナライザー使用の場合の分散色

判定した鉱物等の名称
偏光板上方向 偏光板 〃方向

偏光板上方向は、アスベス ト繊維の伸長方向と偏光板の振動方向が直交 した場合を示す。

偏光板 〃方向は、アスベス ト繊維の伸長方向と偏光板の振動方向が平行になつた場合を示す。
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位相差・分散頭微鏡法による標準及び分析用試料の分散色の写真

別添写真 No.A2100043

クロシ ドライ ト

(屈折率 n箸
℃
: 1.690)

アンソフィライ ト

クリンタイル

標準試料の分散色

アモサイ ト

(屈折率 n箸
℃: 1.550)  (屈 折率 n省

℃
: 1.680)

トレモライ ト          アクチノライ ト

(屈折率 n 1.620 ) (屈折率 n 1.626)  (屈折率 n箸
℃
: 1.618)

25℃

D

25℃
D

25℃

D

分析用試料の分散色

25℃
D

(屈折率 n 1.550)   (屈 折率 n哲
℃: 1.680)  (屈折率 n怒

℃:    )

(屈折率 n慧
℃: 1.620)  (屈折率 n
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1.調 査 内 容



2 調査方法

本調査は、建築物の解体工事にあたり「石綿障害予防規則」(平成 17ナ千

「

早生労働省令第21う に基

づき行う「当該建築物又は工作物について石綿等の使用の有無を目視、設計図書より調査」l第 3条)す
るもので、これにより石綿等の使用の有無が不明の場合「使用有無を分析により調査」(同)するもので

坑

調査は、下に示す流れにより建築材料の石綿使用 (含有)の有無を判定していきま坑

調査依頼

調査実施計画

ヒヤリング

設計図書等

建築物/工作物の種別

施工年 施工部位脚 腱 籍 搬

1次調査 (書面調査)

(建材の種類を佑識 l建本オの製造年の鰯 (天丼、壁、柱、梁9

2次調査

(各部屋ごとに床、壁、天丼等を調査・設計図書と相違を確認、新たな建材を確認したら再診断l

図3-1 建材の調査の流れ

以下、各段階における調査方法の概略を述べます。

含有・非含有の判定

石綿含有不明 石綿非含有稲 有

(コ見出L司円0

該当建材の有無・該当建材以外の石綿建材の有無

施工状況・裏面確認等

」IS・ 韓 鶉 臨 試料採取・分析石綿建材とみなす

(成形板等の裏面に脚

報告書作成

報告書提出



2-1設計図書読み取り

建築物の材料に石綿が含有されているか否かを判断するために、まず設計図書 (竣工図を含む)に記

されている情報を読み取ります。これを1次スクリーニングといいます。

建築物に使用されている建材のうち、石綿を含有するものおよびその可能陛のあるものを抜き出し、

発じおッ性および法的扱いの違いからレ■レ1、 レベル 2、 レウレ3、 レ■レタトの4種類に区分します。

表3-1

※ S造 :主体構造を鉄骨で建築する構造 (S=Steel)

発 じル性 石綿障害

予防規則区分

徹

碗 工醐

建材の種類

著しく高い レ
～

レ1

(Π大イヽ「け本オl

吹付け材 ・吹付け石綿
・石綿含有吹付けロックタール (乾式・半脳翰

・石綿含有吹付けロックタール (湿到

・石綿含有吹付けパーライト

・石綿含有吹付けドーミキュライト(ひる石)

高い レ
～

レ2

(保温材等)

耐火被覆材

(S造の梁・柱等)

・石綿含有けい酸カルシウム板第 2種

瞬聯オ ・屋根用折板石綿断熱材
・煙突石綿断熱材

保温材

l西己管・エルボ・

ボイラー等)

・石綿保温材
・けいそう土保温材
・パーライト保温材
・石綿けい酸カルシウム保温材

比較的低い レ̂シレ8

隠 板等)

内装材

俊・天丼)

。フレキシブルボー ド

・大平板等

・けい酸カルシウム板第 1種

・岩綿吸音板

・石膏ボー ド

蔚 オ ・ビニル床タイル

・フロアシー ト (長尺塩ビシー ト)

・押出し成形品

タト勢奎本オ

(外壁・軒天)

・窯業系サイディング

・押出し成形セメント板

・フレキシブルボー ド

・石膏セメント板
,けい酸カルシウム板第 1種

屋根材

煙突材

言史葡詣酉晴

・住宅化粧用スレー ト

・石綿セメント円筒

・耐火_層管

レ
～

レタト

(石綿製品)

設備機器・部品 ・ガスケット

・アヽッキン

・石綿布



建材中に石綿を含有しているか否かは、石綿使用の法的規制の施行年に関わるため、設計図書読

み取りに当たつては、建築物の施工年や建材の製造年に注意します。建材等の石綿に関する規制は

以下の通りです。

表 3-2 建材等の石綿に関する規制

建材の種類 (製品名、形式を含む)と施工年または製造年から、石綿含有材料、非石綿材料と石綿含

有不明材料とに分類します。石綿含有が不明の建材は、日視調査や含有分析により含有の有無を判定し

ていきます。

設計図書から読み取つた建材の石綿含有区分は、部屋、部位 (床、巾木、壁、天丼等)に分けて整理

します。

年 齢 規制内容

1975

(町野「150年 )

改正「特定化学物質等障害予防規則」 ・石綿を発がル性物質に指定

。5%超の石綿吹付け作業の原則際止

1991
(平成 3年l

改正「廃棄物の処理と清掃に関する法律」 ・飛散性廃石綿を特別管理廃棄物に指定

1995
(平成 7年)

改正 峨羽陵全衛産法関連省令」 ・クロシドライト、アモサイトの製造・輸入・

譲渡・提供またlよ使用の禁止

・石綿含有物の規制範囲を5%超から1%超に

変更

・除去作業の湿潤化、保護具の使用、監督署ヘ

の届出

2004

(平成 16年)

改正「労働安全衛生法施行令」 クロシドライト、アモサイ トを除く石綿 1%
超の各種製品 (建材、摩擦材等)の製造・輸

入・譲渡・提供またlま使用の禁止

2005
(平成 17年l

「石綿障害予防規則」施行

l特定化学物質等障害予防規則より′刀`醐

・石綿含有吹付け材の速やかな措置

・解体・改修時 :事前調査、作業計画、特別教

育、作業主任者、隔離、立入禁止

2006

(平成 18年)

己女■E「男稲姓舞全翠記生船 」

改正「石綿障害予卜方共見民l」

・規制対象製品の石綿含有率を0.1%に変更

・石綿等の封じ込め、囲い込み等の作業に係る

縄 を雄

・石綿作業の記録を40年保存

2009
(平成 21年 )

改正「石綿障害予防規則」 ・事前調査結果の表示

・切断等の作業を伴う保温材、而ヽ↓′ヴく被覆本オ等の

除去の作業に係る措置

・電動ファン付き呼吸用保護具の使用義務

・特別教育の保護具使用方法の時間を1時間に

懸

2011
(平成 23年 )

改正「石綿障害予F方★見貝ll」 ・鋼製船舶の解体について、建築物解体と同等

の搾纏勤濃錫矧寸け

2014

(平成 26年)

改正「石綿障害予防規則」 ・吹付け石綿の除去など 集じん装置排気口か

らの締 えいの′檬検

・石綿を含む保温材、耐火イ皮覆ホオ、断熱材等が

劣化などにより飛散のおそれのある場合、除

去、封じ込め、囲い込みの措置

・封じ込め、囲い込み作業での隔離、作業計画

の策定



3 目視調査

この調査は、当該建築物内に入つて1次スクリーニングの結果に基づきながら、建築材料の日視観察

(2次スクリーニング)を行います。石綿含有および含有不明な建材について、設計図書との整合l生を

確認すると共に、その設置範囲を確定し大略的な面積を把握します。石綿含有の不明なものは、材料の

裏面を確認し商品名・型式・aマーク (アスベスト使用材料)・ 防火材料認定番号等を確認し含有の判定

の助けとしま坑

3-1分析調査

石綿含有分析は「建材製品中のアスベスト含有率測定方法について」(JIS A 1481:200
8)により行います。その方法の概略を以下に示します。

(1)試料の採取 :1検体につき吹付け材および保温材 (レベル 1と レンウレ2)は、容積 10cm3
を3か所また成形材 (レベル 3)は面積 100cm2を 3か所から採取する。採取した試料は

粉じんの飛散に注意して密封できる容器に入れて保管・搬送する。

(2) 1次分析試料調製 :3か所から採取した試料のそれぞれから、必要量を等量ずつ取り粉砕し

ふるい分けした後、混合して 1次分析試料とする。

(3)X線 回折による定性分析 :1次分析試料を試料ホルダに充填し、X線回折装置により分析対

象アスベス トの回折ピークを確認する。 トレモライ トとアクチノライ トとはX線回折パター

ンによる判定は難しいことから、分析上は同一の種類として扱う。

(4)位 相差 日分散顕微鏡による定性分析 :試料を処理しスライ ドガラス上に鉱物ごとに規定され

た侵液を滴下し分析試料を作製する。位相差・分散顕微鏡により、規定の分散色を示すアス

ベス トの種類と粒子を記録する。

(5)ア スベス ト含有の有無の判定 :X線回折分析と位相差・分散顕微鏡分析の両方の結果により

アスベス トの有無を判別する。

(6)X線 回折定量分析 (基底標準吸収補正法):処理した試料 (2次・ 3次分析試料)をX線回折

装置に移し、回折X線強度を求める。同様にアスベス ト標準鉱物のX線回折強度を言椒 Jし、

この強度の比較により試料の石綿含有率を算出する。

次頁に分析フローを示します。



3-1 分析調査

分析方法は、JIS A 1481-1～ 3「建材製品中のアスベス ト含有率測定方法」に準拠 し

て実施 した。JIS A 1481規 格群による分析の流れを図 2-2に示す。

また、分析に関する使用機器や分析条件の詳細については、資料編の石綿分析結果

報告書 (証明書)に示す。

JIS A 1481建材雪l品 中のアスペス ト含有率測定方法

定性分析・定量分析

定性分析

」lS A 148Ⅲ Hこ

よる分析
ЛS A 1481‐ 2

による分析

対象繊維の有無 率I定 基準による判断

アスイヽスト含有「有」

と判断てきる。

アスベスト含有「無J

と判断できる。
対象繊離 が有 り、アスペ

ス ト繊維 と判lurさ れる。

対象繊維 が有るがアスペ

ス ト繊維ではないと判断

含有な し

対象駒離無 し

含 有

定量分析を実施する場合

定量分析

ЛS A 148Ⅲ 3

による分析

アスペス ト含有率の

算出。

図 2-2 JIS A 1481規 格群による分析の流れ



4.石綿含有建材 の除去に関す る法規制

石綿含有率 0,1%超 の建材を有する建築物の解体・改修工事にあたつては、各法律上の

手続きや工事施正時の保護 。安全上の義務が生じます。

石綿含有建材の除去等に係る主な法規制は以下に示す 3つ である。

① 労働安全衛生法

② 大気汚染防止法

③ 廃葉物の処理及び清掃に関する法律

4-1.労働安全衛生法関連

当該建築物に使用 されている石綿含有建材を除去す る作業においては、材料 レベルに応

じた対応が必要である。

関係法令、石綿粉 じんへのばく籐防止マニュアル (建 設業労働災害防止協会 平成 24年

12月 )及び石綿飛散漏洩防止対策徹底マニュアル 2.01版 (厚 生労働省 平成 26年 5月 )

等を参照願います。

次ページに建築物等の解体等の作業における石綿障害予防規則適用一覧表を示す。

4-2.大気汚染防止法

当該建築物には特定建築材料 (吹付け石綿、石綿を含有する断熱材、保温材)が使用 さ

れていることから、「大気汚染防止法」に基づき、事前に都道府県等に届出を行い、石綿飛

散防止対策 (作業基準の遵守)が 義務づけられます。

4-3.廃莱物処理

石綿含有成形板等は 「廃葉物の処理及び清掃に関する法律」において、石綿含有産業廃

棄物 (工 作物の新築、改築又は除去に伴つて生 じた廃石綿等以外の産業廃棄物であつて、

石綿をその重量の 0,1%を 超えて含有するもの)に 該当し廃棄物処理法施行令等に従って

処理を行わなければな らないc

石綿含有廃棄物の処理に関する詳細については 「石綿含有廃葉物等処理マニュアル (第

2版 )平 成 23年 3月 環境省大臣官房廃棄物・ ジサイクル対策都」を参照するとよい。

以 上



建築物等の解体等の作業における石綿障害予防規則適用一覧表

平成25年 4月 1日

―熊社団法人 JAT】 協会

本表は、処築物等の解体等の作業時に、石癌i障害予防規則がどのように適用されるかを示したもT,である。

対象となるのは、石絡及び石絆】含有率が0.1遺量%を超える製却l(製 F。)であり、石#酪 とは、撒縦状を皇している0ク リンタイル (白 石綿),②アそサイト(茶

石綿),①クロンドライト(常石十お).④ トレモライト,0アクチノライト,Oア ンノフィライトをいう。

また、封じ込め及び四い込みについては、お 10条第 1項による吹き付けられた石綿筆が機l傷 、劣化磐によりその粉じんを発部〔させ、及び労働者がその粉じ

んにぼく密するおそれがあるときに実施する録合に対象tと なる。

石綿等が使用されている鋼製の船舶の解体鉢の作業についでは、平成23年 3月 ユ回の改正により、建築物・工作物と同じ1激 いになった。

なお、適用の有無は以下のように示した。

O:適用       *) 保鱗具に付着した石F,,を除去した場合は適用外。

△ :紛合によって適用 注 1)透内作業場のl翔台。F畠時作業の場合等は、全体換気装1霊、温編化韓でも可心

注2)石綿

`分

じんの発散のおそれがある作業の上,合e

注3)常時作業の場合。

注4)6ヶ 月以上作業を行う綿舎こ

注5)耐火・攣謝火建築1カ の吹付け石綿の除去作業を行う場合は、安衛則第90素により14日 前までに属出が必要,

注6)篭助ファン付き呼吸用保護異等に限る。
× :適用せず

実 施 項 目

吹付け石綿の処理

〔レベルユ〕

石綿台有面l火被霧板・

断熱材・保温材の解体・改修
〔レベル2〕

その他の石綿

台有建材 (成

形板筆)の解

体・破修
IレネルB】

石綿製品の

取級い作業
(Iよ く毎す

るおそれの

ない作業は
除く)

除 去

封し込め及てメ

石綿等の切断
等の作業を伴
うl田い込み

左糀 以外 の

臣颯い込み
作業は 1レベル
2'相当

石絆i等 の切

断、葬孔、研
購等の作紫・を

伴う作築

注配 以外 の

作業

事前R胃 査 (第 3条 ) O O C) O O O X

作業計画 (第 1条 ) O 〇 O O ○ O X

作業の届出 (工事直前まで)…・ (第 5条 ) O起 0
〇 O O ① X X

吹付け石評ll除・1雲 作業場所の幅難 (第 6条 ) O Q X O X X X

除去以外の労働者の立入禁止/表示 (第 7粂 ) X X O X O X k

請負人に石綿使用状況の通知 (第 S索 ) O O O O ① O X

注文者の衛生コストに対する配慮 (第 9条 ) ○ O ○ O O O X

局所排気崇皿等の設置 (第 12条 ) △
こ二 △芭l

△
遭 】

△
と I

△
越 :

△
こ :

△Ёl

切断等の措置 :湿潤化 (第 13条 ) 〇 O O ⑬ O ○ △
性避

切断等の措置 :呼吸用保護具 (第 14条 ) ○と。
① O O O O △ rLz

関係者以外の立入禁上/表示 (第 15条 ) O O O ○ O O O

石綿作業主任者の機任/職務 (痛 19～ 20条 ) 0 O O O O ○ ○

局所排気姜皿等の自主検寝等 (第 21～ 26条 ) △
歯 ]

△
遺 1

△
雄 l

△
と l

△
雄 1

△ こ l
△と1

待別の教育の実施 (第 27粂 ) O O O O O O X

洗浄股1紺 (第 31粂 ) O ○ O O O ⑭ O

容器等 〔第32条 ) O O O O O O O

使用された器共等の付着4カ の除去(第 32糸 の2) O 〇 〇 O ○ O O

喫煙等の業止/掲示 (第 33～ 31条 ) 0 ○ O O ○ 0 O

作業の記観t(第 35粂 ) △とg
△

置 3
△ と3

△
こa △む。

Δ
毬 草 △

こと

作業葉碗測定、評価/措置 (第 30～ 39条 ) △
とn

△
こ4 △ と4

△
u4

△
色 4

△ 44 △越4

健簾診l析の実施/報告 (第 40～ 13粂 ) △
と。 △苫0

△
こ事

△
置 S

△
と静

△
Ё□

△
と。

呼。扱用保護具tr)1備付け (第 41～ 454) O 〇 O O O ○ O

保護民の持ち帰り禁止 (第 16条 )・
'

O O ○ O 0 O ○



2.調査対象物件位置図



調査対象位置図

北海道根室市光和町1丁 目15番地
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3.調査報告書



40年保存 NADA号攣it Ver 0 14

年 月 β 日

道東あさひ農業協同組合 殿

アスベス ト有無に関する事前調査結果報告書

貴社より委託を受けたアスベス ト有無に関する事前調査結果は、下記に記載 した通 りであることを報

告いたします。

株 式 会 社 山 ,「 |

北海道標津郡中標津町東当幌 17-16

調 査 の 種 類 1石綿障害規則第3条基づく事前調査

調 査 期 間 2021/3/27 2021/3/27

主任調査員

(氏名) 山野 永 (「 JATI協 会 認定 アスベス ト診断士」資格保有者は下相に記載)

(ア スベス ト診断士登録番号) 1251 (登録証有効期限)2021年 12月 31日

①(担当箇所)

株式会社 山川 Te1  0153-72-9763   Fax 0153-72-7311

主任調査員

(氏名) (「 JATI協 会 認定 アスペス ト診断士」資格保有者は下欄に記載)

(ア スベス ト診断士登録番号) (登録証有効期限)   年  月  日

EΠ(担当箇所 )

Tel Fax

協会審査員

(氏名) (「 JATI協 会 認定 アスベス ト診断士」資格保有者は下欄に記載)

(ア スベス ト診断士登録番号) (登録証有効期限)   年  月  日

(氏名) (「 JATI協 会 認定 アスベス ト診断士」資格保有者は下欄に記載)

(ア スベスト診断士登録番号) (登録証有効期限)   年  月  日

対象物件概要

施 設 名 道東あさひ農業協同組合根室支所

竣 二 年 竣工 :S40年  改修 :年 文書記録 設計図書 ・維持保全記録

所 在 地 根室市光和町 1丁 目15番地

分  類 建築物 工作物

規  模 延床面積   370.00   ∬ 屋内工作物  ・ 屋外工作物

建 物 構 造 S造 ・ SRC造  ・IRC耳
木造 'その他 ( )

用  途
(複 数 選 択 可 )

娯楽施設

公共施設

特殊建築物  (
運輸関連施設

戸建住宅

・工場/倉庫

・学校/病院

・店舗

)

・共同住宅

電力・石油/ガス・化学プラント

ボイラー ・焼却施設

その他 (         )

調査対象材料
(複 数選択可 )

吹付け材・保温材・断熱材・耐火被覆材・成形技 ( )

査 方 法
数 選 択 可 )

調
(複

文書調査 ・現場調査 ・分析調査

農 2015/10/16 NADA一 般社団法人日本アスベス ト調査診断協会書式



40年保存 NADA書 式 Ver O. 14

調査結果の概要

1.特記事項

レベル 1  判断根拠の資料番号 :詳細報告書にて報告

レベル 2  判断根拠の資料番号 :詳細報告書にて報告

レベル 3  判断根拠の資料番号 :詳細報告書にて報告

レベル 外  判断根拠の資料番号 :詳細報告書にて報告

その他 (特 に記すもの)  判断根拠の資料番号

階・部屋名 設備、機器等の名称

２

３

４

５

６

レベル 1

レベル 2

レベル 3

該当なし

該当なし

別紙参照

今回の調査で、最も飛散性の高い吹付け石綿のレベル 1に該当する石綿含有建材の使用がありませんで した。

飛散性の低いレベル 3の建材の使用がありますので、施工する際には作業員等には保護具を着用 して作業を

行って下さい。

分析結果について、2階応接室の配管保温材については無含有で したが、外壁の吹付仕上材については含有 して

お ります。

未調査区域については、現在使用中のため実施 してお りませんが、解体工事等を行 う際に建材等の確認が必要

とな ります。

煙突も未確認です。

1階 2階の石膏ホ―`ドイま各階にて裏面確認がとれている箇所と同じと同等なものとしております。

農 2015/10/16 NADA一 般社回法人日本アスベス ト調査診断協会書式



40年保存

備考 :各 レベル区分に該当する石綿含有建材は下記の通りです

NADA書式 Ver 0 14

レベ )レ 1

①吹付け石綿

レベル2

⑤石綿含有保温材 (吹付け材を除く)

②石綿含有吹付けロックウール ⑥石綿含有断熱材 (吹付け材を除く)

③石綿含有吹付けドーミュキライト ⑦石綿含有耐火被覆材 (吹付け材を除く

④石綿含有吹付けハ
°―ライト レベ,レ 3 ③その他の石綿含有建材 (成形板等)

レベル外
③上記のレベル以外の石綿含有製品をいい、
これには石綿紡織品等が該当する。

工 2015/10/16 NADA一 般社回法人日本アスベス ト調査診断協会書式
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4.石綿使用部位位置図
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5.アスベス ト事前調査有無詳細表



道東あさひ農業協同組合根室支所 アスベスト有無事前調査詳細表

【対象物件】

施設名 道東あさひ農業協同組合根室支所
建物構造

口S造

□その他 (

□ SRC造  回 RC造  口 木遺

〕竣工年 竣工:S40年 改修:SG3年

所在地 根室市光和町1丁 目15番地
建物用途
(複数選択可 )

回事務所

口学校/病院

口その他 (

ロ エ埒/倉庫

回 公共施設

娯楽施設

店舗

〕

階数 2

延床面積 37000 m

調査の種類 刊 石綿障害規則第3条に基づく事前調査

調査期間
喜画 調査 現場 調査

2021/3/25 2021/3/25 2021/3/27 2021/3/27

実施者

氏名 アスペスト診断■番号 氏 名 7スペスト診断士番号

主任調査員 山野 永二 1251 主任調査員 山野 永ニ 1251

ベージ数

1/5

診  断現場調査書面調査
石綿の
有無

石綿の

種類3)

材料
レベル試料番号8) 採取位置9)

判断
根拠10)

添付資料11)整合性 気づき事項6) 写真番号7)材*翼 名2) 商品名2) メーカー名2)
石綿含有の

可能性
石綿の
種類3)

判断
根拠4)

添付資料5) 材料名血 階数 部屋名 部位1)

なし

なし

なし

なし

なし

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

d

d

1-1

1-2

1-4

1-3

1-3

なし

なし

不 明

不 明

不 明

d ０
”
９
一
つ
一
ｏ
中

石膏ドート

ヒ・三―ルクロス

・
ラス貝占

石青ホ
・―ド 裏面確認 準不燃2015t=9mm

等なものとする

RC打放

風除室

風除室

風除室 心、ところ

床

壁

天丼

天 丼

ル

ス貝占

冨ホ`― ト

'こ―ルクロス

1-1

1-2

1-3

1-4

1-5

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

b

b

d

d

d

d

2

4

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

3-1

2-2

2-3

2-3

2-4

3-2

3-3

3-4

3-5

レ

2-4

2-5

不 明

なし

なし

なし

不 明

不 明

なし

なし

不明

不明

不明

不明

d

d

d

0
0

0

0

0

冨ホ'―ト

石膏ホ
・―ト

ヒ・ニール

'ロ

ス

カーヘ
°
ット

ソフト巾木

石膏ホ
°
―ド

巾木

モルタル

ロス

石青ホ
・―ド アドラー社製 t=9mm Nol-3と 同等なものとする

No22 4同 等なものとする

2枚員占り t=18mm l枚9mm

No2 7と同じとする

下足部のみモルタル

る

石音ホ
・―ド t=9mm

巾木

天 丼

天 丼

心、ところ

巾木

壁

壁

床

壁

天 丼

床

ソフト巾木

石青ホ
・―ド

ヒ`ニールクロス

石膏ホ
・―ト

ヒ“ニー,レクロス

膏ホ
°
―ト

卜巾木

2-7

2‐2

2-3

2-4

2-5

2-6

3-1

4-1

3-2

3-3

3-4

3-5

金融部事務所

金融部事務所

金融部事務所

金融部事務所

金融部事務所

金融部事務所

TMヨーナー

TMヨーナー

コーナー

コーナー

ホール

ョーナー

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

d

b

d

d

d

d

4-4

5-1

5-2

5-3

5-4

4-2

4-3不 明

不 明

なし

なし

不 明

なし

なし

d 0

0

一
０

“
０

中
０

一

石膏ホ
・―ト

モルタル

モルタル

モルタル

配管エルホ
・ 25か 所 発泡ステロール

QM-9828

ホ
・
イラー室

ホ
・
イラー室

ホ
°
イラー室

ホ
・
イラー室

ホール

ホール

ホール 心、ところ

天 丼

床

壁

エルホ`

壁

天 丼 石膏ホ'― 卜
・

モルタル

モルタル

モルタル

5-1

4-3

4-4

4-5

5-2

5-3

5-4

!'ア )ヽli (ァ)||:|,■ケ′|ィ |サ
|

| l lii!!■ (1■

',,九

上:|,II夕 |

1)該当項 目をチェック ロ

2)設計図書がある場合に記入

―
石綿レベル1含有

石綿レベル2含有

石綿レベル3含有

3)該 当する略号を記入

クリツタイツレ=クリ

アモサイト=アモ

クロンドライト=クロ

アンソフィライト=アン

トレモライト=トレ

アクチノライト=アク

4)判断根拠とした文書の子重類      5)添 付資料番号を明記する

(記号を表に記入 )

a「 国土交通省・経済産業省 石綿 (アスベスト)含 有建材データベース(2016年 (平成28年 )2月 版)J

bメー方―の証明書、ホームページ情報等

c分析による

d公開されている材料名などの情報から現時点では一般的に含有せず

eその他(具 体的に記載 )

6)記載事例

・図面は吹付けだが実物は成形板。

改修の痕跡あり。

・aマークあり、」lSマークあり
,メーカー名、ロット番号あり。

・石膏ボード12t代 表サンプルとする

・Npフの12t品 と同一材質とみなす

7)写真がない

甥合はレ印を

つける

8)不明の場合に 9)試 料をl黒取した 10)判 断根拠とした文書の種類         11)添 付資料呑号を明記する

現場で保取した  位置を示す図面、 (記号を表に記入 )

試料の試料番  見取図、写真等 a「 国土交通省・経済産業省 石綿 (アスベスト)含 有建材データベース(2016年 (平 成28年 )

号と採取年月日 の資料番号を  bメーカーの証明書、ホームページ情報等

を記載     記競     c分 析による

」公開されている材料名などの情報から現時点では一般的に含有せず

oその他(具体的に記載 )

明 =

2月 版〕



道東あさひ農業協同組合根室支所 アスペスト有無事前調査詳細表

診  断喜面調査 現場調査

添付資料11)
石綿の
有無

石綿の

種類3)

材料
レベル写真番号7) 試料番号8) 採取位置9)

判 断

0)血 階数 部屋名 部位1) 材料名2) 商品名2) メーカー名2)
石綿含有の

可能性
石綿の
種類3)

判 断

根拠4)
添付資料5)

整合性
確認

材料名 気づき事項6)

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

b

b

b

b

d

d

b

d

d

d

b

d

b

b

d

d

d

d

d

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

卜
・

No l-3と 同等なものとする 流し台周辺のみタイル

青ホ
・―ド No l-3と 同等なものとする

石青ホ
・―ド No卜3と同等なものとする

石音ホ
・―ド No l-3と 同等なものとする

石青ホ
・―ド t=105mm No,1-3と 同等なものとする

等なものとする

卜3と同等なものとする

同等なものとする

No 2-7と 同じとする

シンク裏塗装なし

7-4と同じとする。

じとする。

一部木製

一部木製

RCt丁放

7-1

9-1

10-1

10-2

10-3

Ⅲl-1

11-2

11-3

6-4

6-4

レ

6-5

8-1

8-2

8-3

レ

9-2

レ

6-2

6-3

7-2

7-3

7-4

9-3

9-4

9-5

子トイレ

子トイレ

男子トイレ

男子トイレ

男子トイレ

男子トイレ

倉庫

倉庫

倉庫

倉庫

倉庫

倉庫

倉庫

湯沸室

子トイレ

子トイレ

庫

心、ところ

流し台

心、ところ

お、ところ

巾木

床

一
壁

壁

井

井

床

壁

天 丼

天 丼

壁

壁

天 丼

天 丼

石膏ホ・―卜
・

ヒ
・ニールクロス

石青ホ―`ド

ヒ'ニールクロ入

冒ホ
す
―ト

石膏ホ'― ト

石青ホ`―卜
・

石青ホ
・―卜

・

木製

ル貝占り

ル貝占り

製

RC

RC

RC

富ホ'―卜
・

イル貝占り

イル貝占り

なし

なし

不 明

不 明

不 明

なし

なし

なし

なし

不 明

不 明

不 明

不 明

不 明

なし

不 明

不 明

なし

なし

不明

不明

不明

なし

なし

なし

d

d

d

d

d

d

d

d

0

0

0

0

0

0

0

O

0

0

0

0

O

0

0

0

0

0

木 製

石膏ホ
Ⅲ
…ド

石青ホ
・―ト

'ニー,レクロス

石膏ホ'―ド

タイ,レ貝占り

タイザレ貝占り

石膏ホ
す
―卜
・

膏ホ
°
―ト

青ホ
°
―ト

石青ホ―`ト

ヒ
・ニー,レクロス

タイル貝占り

タイル貝占り

モルタル

モルタル

RC

RC

RC

6-2

6-3

6-4

6-5

6-6

6-7

6-8

７．

一
７．

．
７．

．
７．

8-1

8-2

8-3

8-4

9-1

9-2

9-3

9-4

9-5

10-1

10-2

10-3

10-4

11-1

11-2

11-3

ページ叡

2/5

1)該 当項目をチェック ロ

2)設計図書がある場合に記入

―
石綿レベルi含有

石綿レベル2含有

石綿レベル3含有

3)該 当する略号を記入

クリツタイル =クリ
アモサイト=アモ

クロシドライト=クロ

アンソフィライト=アン

トレモライト=トレ

アクチノライト=アク

4)判断根拠とした文書の種類      5)添 付資料番号を明記する

(記号を表に記入 )

a「 国土交通省・経済産業省 石綿 (アスベスト)含 有建材データベース(2016年 (平成28年 )2月 版 )」

bメーカーの証明書、ホームページ情報等

c分析による

d公開されている材料名などの情報から現時点では一般的に含有せず

oその他(具 体的に記載 )

6)記載事例
,図 面は吹付けだが実物は成形板。

・改修の痕跡あり。
・aマークあり、」ISマークあり

・メーカー名、ロット番号あり。

・石吾ボード12t代 表サンプルとする

・Np7の 12t品 と同一材質とみなす

7)写真がない

拐合はレ印を
つける

8)不明の場合に 9)試料を採取した 10)判 断根拠とした文書の種類         11)添 付資料番号を明記する

現場で採取した  位置を示す図面、 l言己号を表に記入 )

,1料の試料番  見取図、写真等 a「 国土交通省・経済産業省 石綿 (アスベスト)含有建材データベース(2016年 (平成28年 )2月

号と採取年月日 の資料番号を  bメーカーの証明書、ホームページ情報等

を記競     記載     c分 析による

d公開されている材料名などの情報から現時点では一般的に含有せず

oその他(具体的に置己載 )



道東あさひ農業協同組合根室支所 アスペスト有無事前調査詳細表

ベーラ

3/5

診  断現場調査書面調査(未実施)

材 料

レベル添付資料11)
石綿の
有無

石綿の
試料番号8) 採取位置9)

判 断

根拠 1
気づき事項6) 写真番号7)商品名2) メーカー名2)

石納含有の
可能性

石綿の
種類3)

判断
根拠4)

添付資料5)
整合性
確認

材鶏名血 階数 部屋名 部位1) 材料名2)

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

b

b

d

なし

なし

なし

なし

12-2

12-3

12-3

12-4

レ

・０

一
０

一
０

中
０

一

ソフト巾木

石膏ホ'―ト

ヒ'こ―ルクロス

木質板

No 2卜 6と同等なものとする

No.22-4同 等なものとする

木質板 t=10mm

1-8と同じとする

巾木

壁

壁

天丼

心、ところ

ソフト巾木

書ホ`― ト

質板

―,レクロス

なし

なし

不 明

不 明

不 明

d

12-2

12-3

12-4

12-5

12-6

2

2

2

2

2

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

なし

なし

なし

なし

なし

b

b

d

ものとする

同等なものとする

No.12-5と 同じとする

No 21-8と 同じとする

13-2

13-3

13-3

13-4

レ

不 明

なし

不明

なし

不明

0

0

0

0

ソフト巾木

石青ホ'―ド

ヒ
・ニールクロス

木質板

13-2

13-3

13-4

13-5

13-6

2

2

2

2

2

電算室

電算室

電算室

電算室

電算室

巾木

井

巾木

石膏ホ'― ド

ヒ
°
こ―ルクロス

木質板

なし

なし

なし

なし

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

b

b

d

2

15と同等なものとする

とする

8と同じとする

14-2

14-2

14-3

レ

なし

不 明

不 明

不 明

d

0

0

0

石青ホ“―卜
・

と
｀
ニールクロス

木質板

休憩室

体憩室

休憩室

休憩室 心、ところ

壁

壁

天丼

石膏ホ
｀
―ト

ヒ'ニールクロス

板

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

d

b

b

b

d

なし

なし

なし

なし

なし

15-2

レ

15-3

15-3

15-4

0

0

0

ヒ
・ニールクロス

冨ホ'―ト

石膏ホ
・―ト

木 製

No21 5と同等なものとする

No 22-4同 等なものとする

No21 5と同等なものとする

卜8と同じとする

製

偏事ホ`― ト

膏ホ'―ト

°
三―ルクロス

不 明

不 明

不 明

不 明

なし d15-2

15-3

15-4

15-5

15-6

2

2

2

2

2

煙室

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

なし

なし

なし

d

b

d

b

０

一
０

一
０
一

0

5と同等なものとする

ものとする

-3と同じとする

シンク裏塗装なし

16-2

16-3

16-3

16-4

16-5

なし

なし

不 明

不 明

不 明

不 明

石膏ホ'―ド

石青ホ`―ト

木製

モルタル

16-2

16-3

16-4

16-5

16-6

16-7

2

2

2

2

2

2

湯沸室

湯沸室

湯沸室

湯沸室

湯沸室

湯沸室

巾木

し台

ところ

石青ホ
・―ト

石膏ホ―`ド

木製
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1)該 当項目をチェック ロ

2)設 計図書がある場合に記入

石綿レベル1含有

石綿レベル2含有

石綿レベル3含有

3)該 当する略号を記入
クリツタイル =クリ
アモサイト=アモ

クロシドライト=クロ

アンソフィライト=アン

トレモライト=トレ

アクチノライト=アク

4)判 断根拠とした文書の種類      5)添 付資料番号を明記する

(記号を表に記入 )

a「 国土交通省・経済産業省 石綿 (アスベスト)含 有建材データベース(2016年 (平成28年 )2月 版 )」

bメーカーの証明書、ホームページ情報等

c分析による

d公開されている材料名などの情報から現時点では一般的に含有せず

eその他(具体的に配載 )

6)記載事例
・図面は吹付けだが実物は成形板。

・改修の痕跡あり。

・aマークあり、」ISマ ークあり

・メーカー名、ロット番号あり。

・石膏ボード12t代 表サンプルとする

・Np7の 12t品 と同一材質とみなす

7)写真がない

場合はレ印を

つける

8)不明の場合に 0)試 料を採取した 10)11断 根拠とした文書の種類

現場で探取した  位置を示す図面、 (記号を表に記入 )

試料のコ1料番  見取図、写真等 a「 国土交通省・経済産業省 石綿 (アスベスト)

号と1果取年月日 の資料番号を  bメーカーの証明書、ホームページ情報等

を記載     記載      c分 析による

11)添 付資料番号を明記する

含有建材データベース(2016年 (平成28年 )2月

d公開されている材料名などの情報から現時点では一般的に含有せず

eその他(具体的に記載 )



道東あさひ農業協同組合根室支所 アスペスト有無事前調査詳細表 4/5

診  断現場調査喜画調査
材料

レベル添付資料11)
石綿の
有無

石綿の
写真番号7) 試料番号8) 採取位置9)

判 断
10)気づき事項6)石締含有の

可能性
石綿の 判 断

根拠4)
添付資料5)

整合性
確認

材料名部屋名 部位1) 材料名2) 商品名2) メーカー名2)No 階数

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

b

b

b

b

d

b

b

b

d

d

b

b

d

d

2

4

2

17-3

17-3

17-4

17-1

17-2

17-4

18-3

18-3

18-4

18-4

19-1

19-2

19-3

19-3

19-3

19-4

19-4

20-1

レ

レ

18-1

18-2

0

0

0

O

0

0

0

O

O

O

O

O

0

0

0

0

O

O

石管ホ'―ド

ヒ
°
こ―,レクロス

と'ニールクロス

石青ホ・―ド

ソフト巾木

石旨ホ
・―ト

ヒ
°
ニー,レクロス

タイ,レ 貝古

ツフト巾木

石膏ホ'―ド

石膏ホ`―ド

ヒ'ニールクロス

タイザレ貝占

ソフト巾木

タイ,レ貝占

石膏ドード

タイルカーヘ
°
ット

クリツヨンフロ7

・ニールクロス

-5と同等なものとする

同等なものとする

5と同等なものとする

No 22-4同 等なものとする

No 21-3と 同じとする

等なものとする

同等なものとする

-5と同等なものとする

No 22-4同 等なものとする

No 2卜 8と同じとする

等なものとする

同等なものとする

-5と同等なものとする

No 2歩 4同等なものとする

No21 8と 同じとする

ル貝占

不明

不明

不明

なし

不 明

不 明

不 明

なし

なし

なし

不 明

不 明

不 明

不 明

不 明

不 明

なし

なし

なし

不明

不明

d

d

d

17-1

17-2

17-3

17-4

17-5

17-6

17-7

18-1

18-2

18-3

18-4

18-5

18-6

18-7

19-6

19-7

20-1

19-1

19-2

19-2

19-3

19-4

19-5

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

トイレ(前室 )

トイレ(前室)

女子トイレ

女子トイレ

女子トイレ

子トイレ

男子トイレ

男子トイレ

男子トイレ

男子トイレ

男子トイレ

男子トイレ

男子トイレ

男子トイレ

トイレ(前室 )

トイレ(前室 )

トイレ(前室 )

トイレ(前室 )

トイレ(前室 )

女子トイレ

女子トイレ

子トイレ

応す妻ヨーナー

心、ところ

ところ

お、ところ

巾木

天 丼

巾木

壁

壁

天 丼

井

床

壁

壁

壁

天 丼

天 丼

床

巾木

壁

ソフト巾木

ホ
°
―ド

タイ,レ貝占

ソフト巾木

石膏ホ
｀
―ド

ヒ'三―ザレクロス

石青ホ
°
―ド

ヒ
｀
こ―ルクロス

タイ,レカーヘ
°
ット

クッションフロア

ル貝占

ロス

・ニー,レクロス

冨ホ'― ト

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

なし

なし

なし

なし

なし

b

b

d

-5と同等なものとする

同等なものとする

等なものとする

同等なものとする

8と同じとする

20-2

20-3

20-3

20-4

20-4

4 O

O

0

0

0

ツフト巾木

石膏ホ'―ト

石青ホ
・―ド

ヒ
・ニールクロス

ヒ
°
ニールクロス

ところ

壁

天 丼

巾木

壁

ソフト巾木

石膏ホ
・―ド

ヒ
°
ニールクロス

石膏ホ・―ド

し'ユールクロス

なし

不 明

不 明

不 明

不 明

不 明

20-7

20-3

20-4

20-5

20-6

20-8

2

2

2

2

2

2

応1妾ョーナー

応子妾ヨーナー

応1妾 ]―ナー

応1妾ヨーナー

応1妾ヨーナー

応1妾ヨーナー

―
 〕レJitlL,イ イJウ

|||IFⅢ (与 ||_|,う1'Fllt'rl, it,十 lil1 11イ | |||||、士イチ●「う |■ /11″ i4
iイ |〕 1

1)該 当項 目をチェック ロ

2)設 計図書がある場合に記入

―
石綿レベルi含有

石綿レベル2含有

石綿レベル9含有

3)該 当する略号を記入

クリツタイル =クリ
アモサイト=アモ

クロシドライト=クロ

アンソフィライト=アン

トレモライト=トレ

アクチノライト=アク

4)判 断根拠とした文書の種類      5)添 付資料番号を明記する

(記号を表に記入 )

a「 国土交通省・経済産業省 石綿 (アスベスト)含 右建材データベース(2016年 (平成28年 )2月 版 )」

bメーカーの証明書、ホームページ情報等

c分析による

d公 開されている材料名などの情報から現時点では一般的に含有せず

eその他(具体的に記載 )

6)記載事例
・図面は吹付けだが実物は成形板。

・改修の痕跡あり。

・aマークあり、」lSマ ークあり

・メーカー名、ロット番号あり。

・石膏ボード12t代 表サンプルとする

・Np 7の 12t品 と同一材質とみなす

7)写真がない

場合はレ印を

つける

8)不明の場合に  9)試料をl采 取した

現場で採取した  位置を示す図面、

,1料の試料番  見取図、写真等

号と探取年月日  の資料番号を

を記載     記載

10)判断根拠とした文書の種類         11)添 付資料番号を明記する

(記号を表に記入 )

a「 国土交通省・経済産業省 石綿 (アスベスト)含 有建材データベース(2016年 (平成28年 )2月

bメー方―の証明書、ホームページ情報等

c分析による

d公開されている材料名などの情報から現時点では一般的に含有せず

eその他(具体的に記載 )



遭東あさひ農業協聞細 合お目
=支

所 アスベスト有無事前調査詳細表

診  断現場調査書面調査
石綿の 材料

レベル
判断

根拠10)
添付資料11)

石綿の
有無気づき事項6) 写真番号7) 試料番号8) 採取位置9)メーカー名2)

石綿合有の
可能性

石綿の

種類3)

判断
根拠4)

添付資料5)
整合性
確認

材料名階数 部屋名 部位1) 材料名2) 商品名2)No

2

分析報告書

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

無石綿

21-2

21-3

21-3

21-4

21-4

21-5

21-6

21-1 d

b

b

b

b

d O

0

0

O

0

0

クッションフロ7

ソフト巾木

石膏ホ
°
―ト

ヒ`ニー,レクロス

石膏ホ
・―ド

―ルクロス

石青ホ
・―ド 裏面確認 準不燃2015

天丼スタイロ貼 外壁側ウレタン吹付

-5と同等なものとする

No 22-4同 等なものとする

により無含有

心、ところ

天 丼

天 丼

管

床

巾木

壁

壁

ソフト巾木

石書ホ
°
―ド

ヒ
°
ニールクロス

石青ホ・―ド

ヒ
・ニー,レクロス

ンフロア

不 明

なし

なし

不 明

不 明

不明

不明

不明

21-1

21-2

21-3

21-4

21-5

21-6

21-7

21-8

2

2

2

2

2

2

2

2

応接室

接室

応接室

応接室

応接室

応接室

応接室

応接室

なし

なし

なし 不明

不明

不明

不明

不明

b

b

d

ソフト巾木

石膏ホ
°
―ド

ヒ
｀
ニールクロス

木質板

シールあり 準不燃材料 不燃番号未記載

等なものとする

No21 8と 同じとする

22-2

22-3

22-3

22-4

レ

不 明

不明

不 明

不 明

なし 0

0

0

0

22-6

22-2

22-3

22-4

22-5

2

2

2

2

2

議 室

会議室

会議室

会議室

会議室

巾木

壁

壁

天丼

心、ところ

石膏ホ
・―ド

`ニールクロス

木質板

卜巾木
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5/5

1)該当項 目をチェック ロ

2)設計図書がある場合に記入

―
石綿レベル1含有

石綿レベル2含有

石綿レベル3含有

3)該 当する略号を記入

クリツタイル =クリ

アモサイト=アモ

クロンドライト=ク El

アンソフィライト=アン

トレモライト=トレ

アクチノライト=アク

4)判 断根拠とした文書の種類      5)添 付資料番号を明記する

(記号を表に記入 )

a「 回土交通省・経済産業省 石綿 (アスベスト)含 有建材データベース(2016年 (平 成28年 )2月 版 )J

bメーカーの証明書、ホームページ情報等

c分析による

d公 開されている材料名などの情報から現時点では一般的に合有せず

eその他(具体的に記載 )

6)記載事例

・図面は吹付けだが実物は成形板。

・改修の痕跡あり。

・aマークあり、」ISマ ークあり

・メーカー名、ロット番号あり。

・石青ボード12t代 表サンプ,レとする

・Np 7の 12t品 と同一材質とみなす

7)写真がない

場合はレ印を

つける

8)不明の場合に 9),式料を探取した 10)判断根拠とした文書の種オ頬         11)添 付資料番号を明記する

現場で探取した  位置を示す園面、 (記 号を表に記入 )

試料の試料番  見取国.写真等 a「国土交通省・経済産業省 石綿 (アスベスト)含 有建材データベース(2016年 (平成28年 )

号と採取年月日 の資料番号を  bメーカーの証明書、ホームページ情報等

を記載     。こ続     c分 析による

d公開されている材料名などの情報から現時点では一般的に含有せず

eその他(具体的に配載 )

2月 版 )



6.調査写真帳





1-1

風 除室

床

1-2
風除室
壁

風除室

1聰

ilIIILi

1-3



1-3
風除室

天丼

石膏ホ―゙ド t=9mm

て
2-3

風除室

天丼

石膏ホ
・―卜

・

裏面確認 準不燃2015

風除室
応、ところ

1-4



―  ゝ

冤 1

ン
　

　

　

　

／

′ 十

2

1-4
風除室

ふところ

金融部事務所
全 景

金融部事務所
全景

2



2-1

金融部事務所
床
長尺シート

2-1

ン
~

2-2

金融部事務所
巾木



「

 ,

-32

金融部事務所
壁

2-3

金融部事務所
壁

石膏ホ
ぐ―ド t=9mm

金融部事務所
天丼

2-3



2-4

ヽ

金融部事務所
ふところ

2-4

金融部事務所
応、と ろ

2-4

金融部事務所
ふところ

_ ″フイ‐

=TI:li



2-4

金融部事務所
ふところ

2-4

金融部事務所
ふところ

2-4

金融部事務所
ふところ



2-4

金融部事務所
ふところ

2-4

金融部事務所
ふところ

2-4

ふとこ

/



3

全 景

む
⌒ ガ ▲  |

CD・ATM蓼躙瞬mlt額
『JA,〔ンクJ0

塾鶴

3-1

ATM]―ナー偽
煙
■
ｑ

床

3-1

床

ATM]―ナー

ATMヨーナー



3-2

ATMコーナー

巾木

3-2

ATMコーナー

巾木

3-3

ATMコーナー

壁



Ⅲ

，

‐

3-3刊

―
―
…

↓
　

　

「
！
　

声
‐

一撃
■

イ

ATMヨーナー

壁

ATMで

3-4
ATM]―ナー

天 丼

3-4
ATM]―ナー



4

ホール
全景

4-1

4-2

ホール
壁



4-3

ホール

k

天丼

4-3

ホ…,'

天 丼

石膏ホ―゙ド

裏面確認 QM-9828

4-4
―ル

ふところ

ゝ



判
１
１

4-4
ホール
ふところ

4-4
ホー

ヽ

4-4



4-4
ホール
ふところ

4-4
ホーサ

'ふところ

5

ホ
・
イナ室

全 景



5-1
む 建

亀i

・
０

，

　́

か
″
′
′
　

，
ァ
．
．
‐
メ

ホ
・
イラー室

床

5-2

ホ
゛
イラー室

壁

5-3

ホ
・
イラー室

/



5-4
ホ
・
イラー室

酉己星罫エルホ
'

発泡スチロール

6

湯沸室

全 景

湯沸室
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7.添付資料



資料胞 1

石 音 ボ ー ド製 品 に お け るアス ベ ス トの 含 有 に つ い て

社団法人 石膏ボー ドエ業会

1,現在の石青ボー ド製品には、一切アスベス トは使用されておりません。

2 .ア スベス トを含有していた製品の種類、時期、量

1)過去のごく一部の特殊製品 (不燃積層石膏板等)にアスベス トが使用されていたものがあ

りました。対象製品は昭和45年～昭和 61年までに製造されたものであり、この期間に

製造された石膏ボー ド製品の 1%弱であります。尚、上記対象製品は一般住宅ではほとん

ど使われておりません。

2)下記①～②の製品に約 1重量%、 ③～⑦の製品に約 1.5重量%、 ※印の製品については、

約 4.5重量%含有しておりました。尚、使用されたアスベス トは白石綿です。

製 品 名 防火材料認定番号

① 9111111厚 準不燃石膏吸音ボー ド 第 2006号、第 2019号

② 911ull厚化粧石膏吸音ボー ド 第 2014号、第 2010号

③ 711111〕厚アスベス ト石膏積層板 第 1012号

④ 911ull厚 アスベス ト石膏積層板 第 1013号

⑤ 911ull厚 グラスタール石膏積層板 第 1014号

⑥ 911』Il厚不燃石膏積層板 第 1004号

⑦ 711111厚準不燃アスベス ト石膏積層板 第 2008号

※ 1 5 11ull厚ガラス繊維網入 り石膏ボー ド

※ 半J別方法は、下記追記参照。

3.半 1月可方法

上記①～⑦の石膏ボー ド製品は、厚みと石膏ボー ド製品の裏面に表示されている製品名 と

防火材料認定番号から判別することができます。

4.ア スベス トを含有する石膏ボー ド製品は、特別管理産業廃棄物には該当しません。

参照法令

1)廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令 第 2条の4第 5号

2)廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則 第 1条の 2第 7項

5.解体時の留意点

解体現場では労働安全衛生関連法規を遵守 して下さい。

6.廃石膏ボー ドのリサイクルについて

上記アスベス トを含む廃石膏ボー ド製品はリサイクルできませんので、管理型処分となり

ます。

追 記

吉野石膏爛の昭和 52年～昭和 61年までの吉野耐火ウォールA又はBに使用されておりま

した厚 さが 1 5 11ullで コア中に網の入つた製品が該当します。但し、当該製品はボー ド裏面に

」ISマーク及び不燃材料認定マークが印刷 されておりませんので、マークの印刷がないもの

が該当します。

2005.8.23



2005年 8月 9日

日東石膏ボー ド株式会社

石綿含有製品の製造実績の調査結果について

口束石膏ボー ド株式会社 (本社 :青森県人戸市、社長 :坂井隆)では、現在の弊社製品 (タ イ

ガーボー ド、ニットーせつこうボー ド、日地処理材、その他の各種製品)には石綿は使用してお

りませんが、過去に一部の製品で石綿を使用したものを製造・販売していました。製品に関する

情報は、以下の通りです。

1.石綿の使用状況

2.健康調査

従業員及び退職者の健康調査を実施中ですが、現時点の調査では従業員ならびに元従業員の

石綿に起因すると思われる健康被害 (中皮腫)は報告されておりません。 また、工場周辺住民

の方々からの、連絡・相談も受けておりません。

3.今後の対応

今後、従業員及び元従業員の健康調査を更に進めてまいります。

また、上記石綿含有製品の特定ならびに廃棄に関するお問合せ、あるいは上記 目地処理材、

ペイン トをお取 り扱いにならたれた方等へのご相談窓口を設けましたので、ご利用ください。

本件 に関する相談窓 日

日東石膏ボー ド株式会社  担当 :兎内 (と ない)

電 話 :0178-43-7191
FAX :0178-71-1081
E‐mail:nsb‐ sales@niftycom

対象製品 製造時期

(製造量)

石綿の

種類

石綿

総使用量

石綿の使用形態

9mm厚アスベス ト石膏積層板 1979 年   ～

1985年

(約 100千枚)

白石綿 約 17トン

表紙に石綿入 り不燃

紙を使用

9mm厚石膏ボー ド天丼板
"シャイン"、  "マイル ド"

1977 年   ～

1981年

(約 448千枚)

白石綿 約 2トン

石膏板の表面印刷用

塗料に石綿を混合 し

て使用

目地処理材  "NSデ ョイントセメント"

"ニットーハ
°
テ''

ペイン ト  "ローラーヘ
°
イント"

1978 年   ～

1981年

(糸勺650トン)

白石綿 約 17トン

石綿を混合



2007/2/5

チヨダウーテ株式会社

当社 におけるアスベス ト (石綿)合有製品について

法令の改正を契機に追加調査した結果を合め、過去のアスベス ト (石綿)合有製品について、現時点迄の調査で把握できて

おります内容を下記の通りお知らせ致します。

記

1.現在の製造・販売状況について

現在、当社ではアスベス トを使用したせっこうボー ド製品は一切ございません6

スベ ス

※アスベス トを抄き込んだ紙をボード て |ヽ

※アスベス トの種類は、白石綿(ク リツタイル)で、使用された量は、約 1。5%(製品重量比)で有ります。

3.判別方法について

①建物の設計図書等で、厚さ、不燃材料、防火材料認定番号、商品名、使用時期で特定できることが有ります。

②設計図書などが無い場合、製品の裏面表示(防火材料区分、認定番号、製造日、ЛSマーク等)ま たは表面意匠で特定

できることが有ります。

尚、平成2年にチヨダウーテ悌lに社名変更を致しましたので、製造時期との関連から現社名が表示されている製品は、

アスベスト合有製品では有りません。

4.アスベス ト合有製品の健康への影響について

解体等で破壊等がなければ、一般的な使用下では空気中に飛散する恐れはないものとされています。

現時点で、従業員、従業員の家族及び周辺住民等からの健康被害の報告は有りません。

5.アスベス ト合有製品の取り扱いについて

解体現場では、下記の法令等も合め労働安全衛生関連法規を道守して頂きます様にお願い致します。

①石綿障害予防規則 (石綿則)(平成17年7月 1日 施行)

②非飛散性アスベス ト廃葉物の扱いに関する技術指針 (平成17年3月 30日 環境省通達)

尚、自治体または労働基準監督等の指導がある場合はこれに従つて処理して頂く様にお願いします。

参考
1)アスベス ト合有製品は、特別管理産業廃棄物には該当しません。

参照法令 1)廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令 第 2条の4第 5号
2)廃葉物の処理及び清掃に関する法律施行規則 第 1条の 2第 7項

劾上記アスベス ト合有製品は、リサイクルできませんので、管理型処分となります。

6。判別方法等の問い合わせ先

品質保証室 電話番号 059-363-5558 FAX番 号

開発本部  電話番号 059-363-5561 FAX番 号

059-363-5553

059-363-5562

主な使用部位、
製品の寸法・特徴等

製 造 期 間
識別防火材料

認定番号製造会社名 一般名 商 品 名

昭和46年～
昭和54年

不燃第1013号アスベス ト
石膏積層板 用途 天丼

寸法 9皿‖455dB4910Ш
表面 1ヒ粧柄塗装 昭和54年～

昭和61年
不燃第1004号不燃石膏積層板

不燃シルク

アスベス ト
石膏積層板

昭和46年～

昭和54年
不燃第1013号

昭和54年～

昭和61年
不燃第1004号不燃石膏積層板

プラス トーン
エース

用途
寸法
寸法
表面

天丼
9■重4455阻H単910HH
9Hェ■910Hュ■910コ】

型押 し・ 塗装
型押 し凹部白系色

昭和46年～

昭和54年
不燃第1013号アスベス ト

石膏積層板

昭和54年～

昭和61年
不燃第1004号不燃石膏積層板

エースボード

用途
寸法
寸法
寸法
表面

天丼・壁
9■ェ■910■■キ1820■■

9■■■910nコ■2420■■
9H■Ⅲ910鵬ユ■2730BH
化粧無 し

(表面紙白系色 )

エースボードR
(エースウォール)

用途  壁
寸法 12皿■606鵬口lⅢ2420Ш
表面 化粧印刷

昭和52年～

昭和56年
不燃(個 )第 1425号

該当製品の
社名表示

千代田建材工業
株式会社

化粧石こう板

Ver,04



平成 18年  1月 31日
吉野石膏株式会社

当社におけるアスベス ト (石綿)含有商品について

1.現在の商品について

現在当社ではアスベス トを使用した石膏製品はございません。

2.過去のアスベスト含有商品について

アスベス トを含有する商品とその製造期間は下表の通 りですが、これらアスベス トを含有する商品の生

産量の割合は全商品の 1%程度であり、殆どの商品にはアスベス トを使用しておりませんでした。

製品の区分

(防火材料認定番号)

商 品 名 厚 さ アスベス ト使用期間

アスベス ト石膏積層板 9mm

(不燃 第 1013号 )

不燃 タイガーボー ド9

不燃 ジプ トー ン

不燃マーブル トーン

9mm

昭和 47年 7月

～ 昭和 54年 5月

不燃石膏積層板

(不燃 第 1004号 )

昭和 54年 6月

～ 昭和 61年 8月

石膏吸音ボー ド

(準不燃 第 2006号 ) 準不燃  タイガー トーン

(不燃紙張 り)

9■lm

昭和 45年 7月

～ 昭和 54年 5月

吸音用あなあきせっこうボー ド

(準不燃 第 2019号 )

昭和 54年 6月

～ 昭和 59年 3月

化粧石膏吸音ボー ド

(準不燃 第 2010号 )

(準不燃 第 2014号 )

ニュータイガー トーン

(不燃紙張 り)

9■lm

昭和 50年 12月

～ 昭和 59年 3月

ガラス繊維網入 り石膏ボー ド
なし

(耐火ウォールA及びB専用)

15mm
昭和 51年 4月

～ 昭和 61年 6月

備考 (1)アスベス ト石膏積層板と不燃石膏積層板はアスベス トを抄き込んだ紙を表面側に使用して

いました。ボー ド1枚当りのアスベス ト含有量は約 1.5%です。

(2)吸音ボード類はアスベス ト紙を裏打ちに使用していた製品が該当します。

ボード1枚当りのアスベス ト含有量は約 1%です。

(3)最下段のガラス繊維網入 り石膏ボードは石膏中に約 4.5%含有しています。

(4)アスベス トの種類は全てクリツタイル (白 石綿)です。

3.判別方法について

①設計図書等に記載された防火材料認定番号、商品名、使用 (建築)時期などから特定できる場合が

あります。

②製品の裏面に捺印された防火材料認定番号と製造 日から特定することができます。

第 2014号 、第 2019号 及 び 第 1004号 は、 アスベス トを使用 してい ない製 品 も同 じ番 号 と

なる期間がありますので使用時期の特定が必要です。

③ガラス繊維網入 り石膏ボードは、厚さが 15mmで 石膏中にガラス繊維の網が入つた製品で裏面に

JISマ ーク又は不燃材料認定マーク (不燃第1008号)の無い製品が該当します。



4.アスペスト含有製品の健康への影響について

現在問題 となっているアスベス トによる健康被害は空気中に飛散したアスベス トを吸引した結果発症し

したものですが、一般的な使用下ではアスベス トを含む石膏ボードからアスベス トが空気中に飛散する

恐れはないとされています。

但 し、建替え工事や改修工事でアスベス トを含む石膏ボー ドを解体する場合はアスベス トの飛散に対す

る注意が必要です。

5,解体時の留意点

アスベス トを含む石膏ボー ドを解体する場合は粉塵が飛び散らない対策を施す必要があります。

アスベス トを含む建材の解体工事に関する具体的な手順等は『非飛散性アスベス ト廃棄物の取扱いに関

する技術指針 (有害物質含有等製品廃棄物の適性処理検討会)』 や『建築物の解体等工事における石綿粉

じんへのばく露防止マニュアル (建設業労働災害防止協会)』 に記述されています。

6。 アスペストを含む石青ボード廃棄物 (廃石青ボード)の処理について

1)解体工事等で発生 したアスベス トを含む廃石膏ボー ドは非飛散性アスベス ト廃棄物 となりますので、

管理型処分場での処分が可能です。 (特別管理産業廃棄物には該当しません。)

2)アスベス トを含む廃棄物は溶融処理を行なった物以外はリサイクルできませんので、アスベス トを

含む廃石膏ボー ドはリサイクルできません。管理型処分場での処分を行なって下さい。

以上



資料配2

本マニュアルの目的と適用範囲

本マニュアルは通称「アスベスト呼紙」 (後述参照)等、アスベス ト製品を使用した壁紙のリ

フォーム L事現場における取扱い、ならびに回収および廃業に関する、標準的な手順を示すもの

です→

今回のマニュアルは内装施 fi業 者が元請となってリフォー立、工事を行う場合を想定しておりま

す〔下請け等のお立場の場合には、現場管理者の指示に従ってくださいぅ

表 1に 示す建材σ)う ち、アスベスト叫紙以外の、 (1)Aミ散型、 (2)非 llモ散型については別

途、法令に則り、対処してください。

なお、1期連法令・法難と等と付さ合わせた場合に、本マニュアル記報 1千 Jtttと θ)'t駅 があったナヶガtr十

は、Wiiitti去 令・法文Iと類が小マニ fェ アルに慨ダとします 1

1-1 アスベス ト建材の分類と手順

r`成 18年 9月 1日 より以前のアスベス ト含有建材は、表 1の ように分類されます。この

うち、アスベス ト壁紙は第 3分類に届します。平成 18年 9月 1日 以降、アスベス ト含有

建材の規制値が、含有率0.1%未 満となっており、行政側もアスベストの代替化を進めてお

り、使用しない方向で指導されております争

1-2 アスベ ス ト壁紙 とは

アスペストのうち、白ri紺|(ク リソタイル)と アヽルプを淀無して製紙した「アスペスト

紙」をベース (原反)と し、化約[加 ||:υ )メJ法 により以 ドの 2 1fi顛がありました1)

■ アスベスト紙に直接、化釉r顔料を4れ fま たは印刷 したと駐紙 (

■ アスベスト紙に塩ビ層など(′)化粕|ナWを とユーティングまたはラミネー トしたものロ

表市iは塩ビ製壁紙と組似する。

壁紙は、アスベス トを成分のひとつとしてピニルに混ぜたりするなどの製造方法はとっ

ておらず、すべて「アスベス ト紙」を加 1:し た製品です。従って、直接サンダー掛けなど

をしない限り、アスベス トが環境中に飛散することはありません〔.

なお、アスベス ト壁紙は昭和63年以降|よ一切製造・出荷されておらず、現在の壁紙品質

情報検索システム・ に登録されている製品にも、もちろん含まれておりません今

*壁紙情報検索システム :URL=httpゴ /www,wa(oa、,p

1-3 壁紙施工用副資材

壁紙随 I:時 に使用する、壁紙施工用澱粉系接描剤、合成綱脂系接岩浄1、 壁装用シー

ラー、壁装用八テ等の、壁紙用施I副資材類には、アスベスト含有製品はありません。

1



アスベス ト壁紙の識別法の例

2-1 設計図書・仕様書・内装工事仕上表等の確認

(1)当該対象物件の設計図書等がある場合は、その仕様ないし内装仕 比表,大規模物件

の場合は、最終竣工図面の内装仕_上 表につき、1ス ドの確認事項をチェックしてくださ

い ハ

(2)プ レハプ建築等甲式認定をH文得している物件は、当該型式認定付:様群により、以下

の確認事項をチェックしてください6

【確認 `IⅢ取】lkドのたケ刀1合はアスベスト壁細〔ブ)II∫ 能1とI:が ありますぃ

! 昭れ162(1()87)Fli以 市ttt IIの物件であるかどうか (lΥ:和 6Sイ lil状 時は製造さ41て おら

ずまたrti耐こもさ41て いない)f

2 防火材料の認定置手rじ として

昭和45年～48年 「化粧 (不燃)第 1005号 , F化粧 (準不燃)第 2005号 J

昭和48年 ヽ53年 「化粧 (不燃)第 1101号」「化粧 〔準不燃

'第
2025号 」

「化粧 (不燃)第 2026号」「化粧
`準

不燃)第 2027号 J

昭和53年ヽ56年「無機質壁紙 化粧 (不燃)第 1103号」

「無機質壁紙 化粧 (準不燃,第 2107号 1

Tイ和56fl～ 62年「壁装材料第0005号 J

とあった場合〕

● 内装仕 li表 4に、
「
/スペスト壁紙 |「 無機質壁紙J「 不燃壁紙ど等と濤かFlて いた

場合

2-2 現場での確認

(1)昭和45f卜から昭和62年以市1竣 liブ )物件で、

「化粧 (不燃,第 1005号 J

「化粧 〔準不燃,第 2005号 」
1化粧 こ不燃)第 1101号 」

「化粧 (準不燃)第 2025号 」

「化粧 f不燃

'第
2026号 」

「化粧 t準不燃)第 2027号 」

子無機質壁紙 化粧 (不燃)第 1103号 」

「無機質壁紙 化粧 (準不燃)第 2107号 」

と、赤色地 (イく燃の場合)ま たは緑色地 (4:イく燃の場合)に黒色文字、ならびに金色

地に赤色 (イ(燃 )ま たは緑色 (準 4く 燃)で印刷さイlた 、慨ね 3 c rl円 方ひ)ラベルが1賄 っ

てある場合.

(2)「不燃第 0005号 無機質盤紙J I準不燃第 0005号 無機賞壁紙」 と記さオモ、金

色地に赤色 (不燃)ま たは緑色 (準 イヽ燃)で印刷された、慨オa3c nl四 方のラベルが

liliっ てある場合与



(3)表面から同社とでは分かりにくいので、圏など部分的に ・劉
`、

化粧鷲Iイ を刺が し、下地

側がグレーのと場合はアスベスト原紙のif能性がある。

ただし最終的には難わしい場合には、分析を必要とするLケ〉析費チ|〕 は、 1サ ンプル

当たり数万円である3

(4)代表的な使用部位

アスベスト壁紙は.準不燃の性能表示もありましたが、ほとんどが防火材料の不燃

内装材として出荷されておりました。
'可

途は、建築基準法に基づ く内装制限により

「不燃」を要求される避難階段、通路、エレベータホール、商業施設、スポーツセン

ター等の壁面、天丼などが主なものです.

住宅では、プレハプ住宅メーカーの仕様により、台所等tk気 を健用する部分の袖壁

等に防火のために使用さオlた例があります(,ま た、簡易両す火造の住宅の台所にも、同

様の日的で使用さオlた ことがありま1・ .

(5)田ri和62年以前の物件で、ラベル等がなく、かつ疑わしい場合には、市li器 、販売九
'i等

のプランドを調べて、
114該

販売上li4に |1切 い合わせをするのも '法です.

2-3 その他注意事項

壁紙の下地として、石綿スレート板、 (石綿)フ レキシブルポー ド、石綿ケイ睡変カルシ

ウム板、その他繊維混入石綿セメント板装「Rな ど、アスベスト含有建材が使用されている場

合があります.これらの場合は、表 1に示す第 2種の非飛散型建材となりますので、被様

替えに際しては、取扱いに注意してください。その場合は、現場管理者に報告の に、法令

に則った対処が必要です。
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石綿(アスベスト)含有建材データベース  検索結果

貴方が入力した内容に基‐ 当データベースで検索した結果は下記のとおりです。

※このデータベースは、登録されている建材情報の収集方法等について、十分にご理解いただいた上でご利用下さい。

詳しくは、データベースの最初のページ(メニュー画面)の「ご利用にあたつて」をご覧下さい。

検索条件

フリーワード:

フリーワードの対象:建材名(一般名)、 商品名、製造時メーカー名、現在メーカー名、型番・品番

施二年・改修年:指定なし

建材名(一般名):石綿含有ビニル床タイル

施工部分・使われ方(外装材):

施工部分・使われ方(内装材):

施二部分・使われ方(耐火被覆材):

施二部分・使われ方(設備):

施二部分・使われ方(その他):

施工部分・使われ方(使われ方):

不燃材料等認識番号 :

削除済みデータ:含めずに検索する

ン`索結果

(プラッター

ソフトン

*渇型番・品番 製造時のメーカー 製造期間 合有率 種 類 不燃材料認定商品名 建材名 (一 般名)

東洋リノリユーム (株 ) 1973´ψ1976 17 白石綿GAFタ イル 石綿含有ビニル床タイル

田島応用化工 (株 ) 1967～ 1986 3´ψ30 白石綿Mタイルソフト 石綿含有ビニル床タイル

1955´ψ1986 3´W30 白石綿Pタイル 石綿含有ビニル床タイル 田島応用化工 (株 )

1961´Ψ1986 4～ 11 白石綿SRハイソフト 石綿含有ビニル床タイル SR 信越ポリマー(株 )

情報なし 白石綿石綿含有ビニル床タイル なし (株 )エービーシー商会 1952～ 1982アームストロングタイル

20 白石綿石綿含有ビニル床タイル 東洋リプリューム(株 ) 1963´Ψ1973アスファルトタイル (マ チコA)

1952～ 1970 45々ψ50 白石綿
アスファルトタイル (明色、晴

色 )

石綿含有ビニル床タイル 田島応用化工(株 )

田島応用1ヒエ (株 ) 1970～ 1986 6-15 白石綿
コンダクティブタイル(コンタイ

ル)

石綿含有ビニル床タイル

1978´ψ1986 3～ 5 白石綿コンマルチタイル 石綿含有ビニル床タイル 田島応用化工(株 )

4～ 11 白石綿石綿含有ビニル床タイル SL 信越ポリマー(株 ) 1961′ψ1986

10´Ψ20 白石綿石綿含有ビニル床タイル 田島応用化工(株 ) 1960～ 1979

5～ 12 白石綿石綿含有ビニル床タイル 東洋リノリユーム (株 ) 1975´ψ1985ソプラ

石綿含有ビニル床タイル 田島応用化工 (株 ) 1975´ψ1986 8 白石綿トランヾ―チン

東洋リノリューム(株 ) 1975´ψ1985 5′ψ12 白石綿トラバーチシ 石綿含有ビニル床タイル

日東紡績(株 ) 1960～ 1986 5～ 10 白石綿ニットータイル 石綿含有ビニル床タイル SS

スメレーチッ

プ(DX)
口東紡績 (株 ) 1976～ 1987 12 白石綿るットータイル 石綿含有ビニル床タイル

石綿含有ビニル床タイル
耐酸タイル

(SSA)
日東紡績 (株 ) 1968´ψ1986 10～ 15 白石綿ニットータイル

田島応用化工(株 ) 1982～ 1979 3～ 30 白石綿のり付きPタイル 石綿含有ビニル床タイル

田島応用化工(株 ) 1983～ 1986 8 白石綿パステラル 石綿含有ビニル床タイル

松下電工 (株 ) 1966～ 1981 3 白石綿パンタイル ビルカ 石綿含有ビニル床タイル VB■ **

田島応用化工 (株 ) 1969´Ψ1986 7 白石綿ピサロン 石綿含有ビニル床タイル

1980～ 1984 7 白石綿ピサロンカジュアル 石綿含有ビニル床タイル 田島応用化工 (株 )

1979～ 1986 7 白石綿ピサロンツイード 石綿含有ビニル床タイル 田島応用1ヒエ (株 )

1957´ψ1967 23 白石綿ビニラートタイル 石綿含有ビニル床タイル 東洋リプリューム (株 )

https://― asbestos― database,p/tabid/75/mid/404/print/1/catid/18/targeVO_1_2_3_4/search/1/1page/0/Default aspx 1/1



石綿 (アスベス ト)含有建材の特徴

建 材 名 (一般名)

(通 称)

石綿含有ビニル床タイル

Pタイル

規 格 等

・ЛS A5705 ビニル系床材

・IS A5536 高分子系張り床材用接着剤

製造期間

・製造開始は、1952年である。

・製造終了は、1987年である。

建材の特徴

O性質、寸法、形状など

・各メーカーとも、多彩な色柄の製品がある。

・寸法 (メ ーカーによつて異なる)

〇主な施二部位、使われ方など

・事務所、病院、公共施設などの床に多く使用されている。

・住宅の場合は、洗面所や台所の床に使用されている。

厚さ

l―l

幅 × 長さ

(―l

梱 包

3.0
標準寸法 303× 303

標準寸法 457× 457
1ケース 3.13m2

施工例

(タ イルカーペットの下に張られていた例、現地を確認する必要がある。)
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石綿(アスベスト)含有建材データベース  検索結果

貴方が入力した内容に基尭 当データベースで検索した結果は下記のとおりです。
※このデータベースは、登録されている建材情報の収集方法等について、十分にご理解いただいた上でご利用下さい。
詳しくは、データベースの最初のページ(メコ ー画面)の「ご利用にあたって」をご覧下さい。

検索条件

フリーワード:

フリーワードの対象:建材名(一般名)、 商品名、製造時メーカー名、現在メーカー名、型番・品番
施二年・改修年:指定なし

建材名(一般名)i石綿合有ソフト巾木

施二部分・使われ方(外装材):

施工部分・使われ方(内装材):

施二部分・使われ方(耐火被覆材):

施工部分・使われ方(設備)i

施二部分・使われ方(その他):

施工部分・使われ方(使われ方):

不燃材料等認識番号 :

削除済みデータ:含めずに検索する

蕉結果

商品名 建材名(一 般名) 型番・品番 製造時のメーカー 製造期間 合有卒 種 類 不燃材料盟定 キ注)

ビニラート巾木 石綿合有ソフト巾木 東洋リノリューム (株 ) 1960～ 1966 23 白石綿

注)* たヽ建材は、「ご利用上の注意」111)②に該当する建材になります。

hHpsi力賄内ЩⅥasbestos― database ip/tabid/75/mid/404/prinV1/calid/20/targeVO_1_2_3_4/search/1/1page/0/Defauit aspx
1/1



建 材 名 (一般名)

(通 称)

規 格 等

石綿 (アスベスト)含有建材の特徴

石綿含有ソフト巾木

住宅関係企業の仕様書では、シー ト巾木と記されている場合が散見される。

製造期間

・住宅向けのソフト巾木はほとんど生産されていない。

建材の特徴

O主な施工部位、使われ方など

・巾木は、壁と床の納まりに設けられた横材で、足の当たりやすい壁の下部を保護する役割と部屋の装飾をかねる。

・ナヨ建住宅では、一般的に木製巾木が多用され、ソフト巾木が使われるケースは少ない。
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石綿(ア スベスト)含有建材データベース  検索結果

貴方が入力した内容に基掟 当データベースで検索した結果は下記のとおりです。

※このデータベースは、登録されている建材情報の収集方法等について、十分にご理解いただいた上でご利用下さい。

詳しくは、データベースの最初のページ(メれ ―画面)の「ご利用にあたって」をご覧下さい。

検索条件

フリーワード:

フリーワードの対象:建材名(一般名)、 商品名、製造時メーカー名、現在メーカー名、型番・品番

施工年・改修年:指定なし

建材名(一般名):石綿合有ビニル床シート

施二部分・使われ方(外装材):

施二部分・使われ方(内装材):

施二部分・使われ方(耐火被覆材):

施工部分・使われ方(設備):

施工部分・使われ方(その他):

施工部分・使われ方(使われ方):

不燃材料等認識番号 :

削除済みデータ:含めずに検索する

.索結果

合有率 種類 不燃材料認定商品名 建材名 (―般名) 型番・品番 製造時のメーカー 製造期間

白石綿ACフ ロア 石綿含有ビニル床シート 田島応用化工 (株 ) 1977～ 1986 3～ 5

石綿含有ビニル床シート 全品番 アキレス(株 ) 1975～ 1983 15 白石綿ASフロアー

石綿含有ビエル床シート 東洋リプリューム (株 ) 1972～ 1983 36 白石綿CFシートH

石綿含有ビニル床シート 東洋リノリューム(株 ) 1972～ 1983 36 白石綿CFシーートP

田島応用化工 (株 ) 1973´ψ1978 情報なし 白石綿CH・ C(輸入品) 石綿含有ビニル床シート

東洋リノリューム (株 ) 1971´‐1981 43 白石綿GAFシート 石綿含有ビニル床シート

1982～ 1984 23 白石綿HCフロアー 石綿合有ビニル床シート 全品番 アキレス(株 )

1980～ 1985 5 白石綿SFフロア 石綿含有ビニル床シート マーブル 東洋リノリューム (株 )

1977～ 1984 23 白石綿アートグランデ 石綿含有ビニル床シート 全品番 アキレス(株 )

白石綿アートリューム 石綿合有ビニル床シート 全品番 アキレス(株 ) 1973-1976 23

石綿含有ビニル床シート なし (株)エービーシー商会 1951～ 1984 情報なし 白石綿

石締含有ビニル床シート 田島応用化工 (株 ) 1974～ 1976 3～ 5 白石綿

石綿合有ビニル床シート マニントン ロンシールエ業 (株 ) 1972～ 1980 情報なし 白石綿クッションフロア

田島応用化工 (株 ) 1978～ 1986 3～ 5 白石綿コン・マリレチ 石綿合有ビニル床シート

1984～ 1988 5 白石綿サーカンスフロア 石綿含有ビニル床シート マーブル 東洋リプリューム(株 )

1984～ 1988 5 白石綿サーカンスフロア 石綿含有ビニル床シート プレーン 東洋リノリューム(株 )

15～ 34 白石綿サンゲツフロア 石綿含有ビニル床シート (株)サンゲツ 1979´ψ1990

石綿含有ビニル床シート 田島応用化工(株 ) 1974～ 1979 3～ 5 白石綿ジムフロア(輸入品)

石綿含有ビニル床シート ダイニック(株 ) 1970～ 1980 情報なし 白石綿シヤトラン

FH フクビミカタエ業(株 ) 1974～ 1987 19'V28 白石綿フクビリューム 石綿含有ビニル床シート

FU フクビミカタエ業 (株 ) 1974～ 1987 19´ψ28 白石綿フクビリューム 石綿含有ビニル床シート

1978～ 1989 15 白石綿フクビリューム重歩行 石綿合有ビニル床シート EC フクビミカタエ業 (株 )

1978'ψ 1989 15 白石綿フクビリューム重歩行 石綿含有ビニル床シート EN フクビミカタエ業 (株 )

1978'▼ 1989 15 白石綿フクビリューム重歩行 石綿含有ビニル床シート EB フクビミカタエ業 (株 )

1975´Ψ1985 基材34 白石綿ポンリユーム Eタイプ 石綿含有ビニル床シート 富双合成(株 )

1972´Ψ1985 基材32 白石綿ポンリユーム Sタイプ 石綿合有ビニル床シート 富双合成 (株 )

*消

アームストロング長尺シート

アコステフロア(輸入品)

耐熱フロアー 石綿含有ビニル床シート 全品番 アキレス (株 ) 1976々ψ1986 30

httpsi//www asbestos― database,p/tabid/75/mid/404/print/1/catid/19/targeVO_1_2_3_4/search/1/1Page/0/Defauit aspx

白石綿
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石綿 (アスベス ト)含有建材の特徴

石綿含有ビニル床シー ト建 材 名 (一般名)

(通 称)

規 格 等

・ЛSA5705 ビニル系蔚 オ

・ЛS A5536 高分子系張り床 ,オ用接着剤

製造期間

・製造開始は、1951年である。 (個々の製品の寿命が比較的短く、長いもので 10年前後である。)

・製造終了は、1990年である。

建材の特徴

O性質、寸法、形状など

・各メーカーとも、多彩な色柄の製品がある。

・寸法 (メ ーカーによって異なる)

厚さ

l―l

幅 X長さ

l―l

2.0 標準寸法 1820× 2(l(100

2.8 標準寸法 1820× 9(X10

O主な施二部位、使われ方など

・防水性能が高いことから水廻りに多く使用されている。

・住宅の場合は、合板等の木質系下地面に接着斉Jを用いて施工するのが一般的である。

施工例



資料配6

石綿 (アスベス ト)含有建材の特徴

建 材 名 (一般名)

(通 称)

石綿含有スレートボード・平板

大平板

規 格 等

・ISA5430 繊維強化セメント板― (ス レート)― (ボード)― (平椀

製造期間

・製造開女創ま、1931年である。

・製造終了は、2004年である。

建材の特徴

O性質、寸法、形状など

・スレートボードの普及品と位置づけられている。

・軽量で防火陛がある。

・可撓性 (変形しやすさ)が小さく加工′陛に劣る。

・素材のままの使用法のほか、塗装下地、パネルの表面材、化粧板の基材としての用途がある。

・ 難

厚さ

lmml

幅 × 長さ

l―l

5 標準寸法

特注寸法

910× 1820

910× 2420

1000× 2000

6

8

○主な施二部位、使われ方など

・軽量な不燦材料等として外装材としては軒天丼材、内装材としては壁材、天丼材として使用されている。

・施工方法としては、ビス上めが一般的であり、釘の直打ちや筋折ができない。

施工例



繊維強化セメント板の石綿含有商品名一覧表

製造会社名

ウベボード株式会社

浅野スレート株式会社

朝ロスレート株式会社

朝日石綿工業株式会社

株式会社アスク

株式会社エーアンドエーマテリアル

1黄会社大基名古屋

山王セラミックス株式会社

四国浅野スレート株式会社

中 誠 テック株 式 会 社

日光化成株式会社

三菱マテリアル建材株 式会社

ウベボード株式会社

浅野スレート株式会社

朝日石綿工美株黄会社

株式会社アスク

株式会社大根名古屋

四国浅野スレート株式会社

日光化成株式会社

株式会社ノザワ

三菱マテリアル建材株式会社

株式会社ノザワ

浅野スレート株式会社

備考

白 1935-1977

茶併用    :1978-1985

白 1986-2000

白 1971'▼ 1980

茶併用  :1981～ 1983

白 1984-2000
1998年より祭石4吊製品有り

自 1951-1977

茶併用  :1978～ 1985

白 1986-2000

白 1971'ψ 1980

茶併用    :1981-1983

白 1984-2000

白 1951´ψ1977

茶併用  :1978～ 1981

白 1986-1999

製造期間

終了年

1997

2000

1950

1987

2000

2002

1987

2004

2000

2003

2000

1985

1993

1997

2000

1987

2000

1987

2000

1980

1980

1992

2004

2000

開始年

1961

1958

1935

1950

1987

2000

1971

1989

1971

1972

1966

1931

1958

1961

1951

1958

1987

1971

1971

196G

1955

1958

1973

1958

使用石綿

自

白・(茶 )

白

白

白

白

白

白・(茶)

白

白

白

白

白

白・(茶 )

白

白

白

白

白

白

白

白・(茶 )

商品名

ウベ平板

浅野パネルボード

朝日平板

アスク平板

A&Aパネルボード

大嶽大平板

山王大平板

四国浅野平板

中越大平板

フレキラS

三菱平板

ウベ軟質板

浅野ライトボード

ASボード

大嶽軟質板

四国浅野軟質板

フレキラN
アスベニア

スベストベニア

ハイバーム

浅野パーライトボード

製品区分

製 品 名

平板

軟質板

軟質フレキンフル板

パーライト板

― 殻 名 杯

スレートボード



8.分析報告書



道東あさひ 協同組合 様

石綿障害予防規則 第 3条第 2項に基づく

事前調査における石綿分析結果報告書 (証明書)

令 和 3年 4月 7日

合同会社 いずみの

北海道帯広市西17条南4丁 目19-3

TEL・ FAX 0155-34-9700



保存 3年 令和 3年 4月 7日

報告書 (証明書)番号 No.A210004

石綿障害予防規則 第3条第2項に基づく
事前調査における石綿分析結果報告書 (証明書)

道東あさひ農業協同組合 様

貴社より委託を受けた石綿分析の結果は、下記に記載したとおりであることを証明します。

ただし、本分析の結果は、人手した試料の範囲に限定させていただきます。

記

実施した分析方法 定性分析方法2(X線回折分析法・位相差分散顕微鋭法)※アスベスト分析マニュアル第4章

1.分析を実施した石綿分析機関

2.分析を実施した年月日

名 称 合同会社いずみの 代表者氏名 代表社員 五十公野 頌子 Ⅲ

「

聾謝

所在地
北海道帯広市西17条南4丁 目19-3 ず 圃

TEL:0155'34・ 9700 FAX:0155・ 34・9700 υ  ttrI「れ
l

⌒ 請 rh

信頼性保障/品質確保の認証箸

登録番号 (作業環境測定機関)

連絡担当者 五十公野 健二

氏  名 民間機関による技能評価の取得状況

五十公野 健二 日測協 Aラ ンク 認定No。 191lA0111(JIS A 1481-2及 び」IS A 1481-3)

分析実施 日 令和 3年 3月 31日 令和 3年 4月 6日

3.物件名称

物件名称 道東あさひ農業協同組合 根室支所
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4.試料採取履歴

5.分析結果

石 の の イこイよ、 の 号で記載 している。

C静 :ク リツタイル Ano:ア モサイ ト Cro:ク ロシドライ トTre/Act:ト レモライ ト/ア クチノライ ト

Ant:ア ンソフィライ ト

建物、配管設備、機器等
の名称及び用途

名 称 道東あさひ農業協同組合 根室支所

用途 事務所、店舗、その他 (給油取扱所)

施工年及び建築物への

施工などを採用 した年

採取箇所等の指示 (判断)者の

所属、氏名、資格
株式会社 山川 山野 永二 (石綿調査診断士 NADA1251)

採取者の所属、氏名、資格 同  上

試料

No.
試料名称 採取場所 採取部位 建材名称

丹町添
データ

No.

1 外壁仕上塗材 事務所棟 外壁 建築用仕上塗材 1

2 配管保温材 事務所棟 2F応接室 配管 配管保温材 2

3 外壁仕上塗材 根室給油所 外 壁 建築用仕上塗材 3

4 外壁仕上塗材 購買店舗 外 壁 建築用仕上塗材 4

以下余白

石綿含有判定結果定性分析結果

X線回折分析法 分散染色法料

ｏ・

試

Ｎ
試料名称

石綿の

有無
石綿の

種類
石綿の

有無
石綿の

種類

石綿の

有無
石綿の

種類

別添

データNo

A210004-11 外壁仕上塗材 ①・無 Chr ①・無 Ch 征 Chr

2 配管保温材 有。① 有。① 有。① A210004-2

3 外壁仕上塗材 有。① 有・① 有。① A210004-3

外壁仕上塗材 有。① 有。① 有。① A210004-44

有・無 有・無 有・無以下余白

有 ,無有・無 有・無

有・無有・無 有・無

有・無有・無 有・無

備 考

」IS A 1481-1(偏光顕微鏡法)による分析結果

1吹付けタイル (複層塗材)は含有無し、モルタル下地にアスベス ト含有

注 1
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別添データ (共通事項)

1.使用した測定機器

1.l X線回折装置の製造業者、形式

X線回折装置の製造業者・形式
製造業者 Rigaku

形 式 MiniFlex600 + D/teX Ultra2

1.2 位相差・分散顕微鏡の形式

偏光顕微鏡の製造業者・形式
製造業者 Nikon

形式 ECLIPSE LV100-UDM― POL/DS

照明系 形 式 LV―HL50W

コンデンサ 形式 LV―CUD

対物 レンズ 形 式 CFI Plan Fluor 40xDS 2

2.X線回折装置の定性条件

設定項 目 測定条件

X線対陰極 Cu

管電圧 (kV) 40

管電流 (献 ) 15

単色化 (Kβ 線の除去) Kβ フィルター

フルスケール (cps) 自動

時定数 (s)

走査速度 (° /min) 10

発散スリッ ト(° ) 1.25

散乱ス リッ ト(° ) 8

受光ス リン ト(Hlm) 13

走査範囲 (2θ )(° ) 5 - 70
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採取年月 日 令和 3年 3月 27日 試料No. 1

試料の概要
(形状又は材質、試料の大きさ、
採取方法)

形状又は材質 複層塗材 (吹付けタイル)、 モルタル下地

試料の大きさ

採取方法

月U添ァ
~―

夕 Noo A210004-1

1.試料採取履膠 (詳細)

2.一次分析試料の作製方法 (試料粉砕方法)

※一次分析試料の加熱処理を実施した場・合

3.判定結果

3.lX線回折分析法による定性分析

3.1.lX線回折分析法による定性分析結果

粉砕に使用 した粉砕器の名称
及び形式

粉砕器の名称 アル ミナ乳鉢

粉砕器の製造業者・形式 ニ ッカ トー HD-2(φ 140× 107血,4)

標準ふるいの目開き 500 μm

使用 した分析機器 低温兵化処理装岳   その他 ( )

分析機器
分析機器の名称 小型プログラム電気炉 MⅢIF l

分析機器の製造業者・形式 アズ ワン

分析装置の条件

電気炉
温度 (℃ ) 450

加熱時間 (min) 120

低温灰化
装置

酸素流量 (m1/min)

出力 (W)

灰化時間 (min)

加熱処理前の一次分析試料の脊量値
(g)

加熱処理後の一次分析試料の袢量値
(g)

減量率
( r )

0.624 0。 422 0.676

石綿の種類 定性分析結果

クリツタイル ④   無
アモサイ ト 有  ①
クロシ ドライ ト 有  ①
トレモライト/ア クチノライ ト 有  ①
アンソフィライ ト 有  ①
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3.1.2 X線回折分析法による定性分析 回折線プロファイル

測定データ:事務所 外壁塗材 
―Ca

T,02

Q
Ca3 05 Si

1

20e+005

10e+005

製
韻

1次分析試料

2次分析献料

一∽

い
０

∞
ｓ
〇

一∽

い
０

∞
ｃ
Ｏ〇

に
〇

に
Ｏ

Ｏ
Ｏ

あ

い
０

Ｃ
Ｏ

６
亜
Ｏ

一∽
ゆ
〇

∞
ｃ
〇
一蛎

』
鬱

Ｃ
Ｏ

一∽

い
０

∞
に
〇
一の

い
０

∞
囀
〇

Ｎ
〇

一ト ¨
〇
一ト

∞
〇

一卜

00e+000

15e+004

50e+003

00e+000

]    |
10    15

〇

20     25     30

100    105    110

|      「

35     40

2θ (degl

115

2θ (deg)

~~ 
「

 ~~~~~「
~― ~

45     50     55 70

測定データ:事務所 外壁塗材
測定データiChr std

測定データ:Amo Std

測定データ:Cro Std

測定データfre Std

超
韻

1

|
Chr+蛇紋岩

90 120       125       130       135 140

「ピークの記号」

Chr:ク リツタイル Amo:ア モサイ ト Cro:ク ロシ ドライ ト Tre/Act:ト レモライ ト/アクチノライ ト

Antiア ンソフィライ ト Ca:カ ルサイ ト Q:石 英  Tr:ト リジマイ ト Cr:ク リス トバライ ト

Vc:バーミキュライ ト Hb:ハ イ ドロバイオタイ ト Br:ブルーサイ ト Se:セ ピオライ ト

Cl:ク ロライ ト Mc:マ イカ (イ ライ ト) Fl:長 石  Gyp:ギプサム(石膏) Un:未 同定ピーク

「注意事項」 (2θ )   5° ～70° のX線回折プロファイルを添付。
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3.2 位相差・分散頭微鏡法による定性分析

3.2.1 分析室の温度

分析室の温度 (℃ ) 25.0

3.2,2 分析結果記入欄

・石綿種類 ( クリツタイル ) 屈折率
D=1.550
25℃

調整

試料
No.

n

計数視野数
計数粒子数

(個数 )

分散色を呈 した粒子数 (個数 )

アスペクト比3以上の繊維状粒子数 粒子数

1 93 1000 2 1

2 86 1000 1 0

3 90 1000 1 1

合計 269 3000 4 2

・石綿種類 (

・石綿種類 (

・石綿種類 (

届折率れ=)

)  屈折率

屈折率∴=

25℃

継
翻
Ｎｏ・

n

計数視野数
計数粒子数

(個数)

分散色を呈 した粒子数 (個数 )

アスペクト比3以上の繊維状粒子数 粒子数

1

2

3

合計

謹
謝
Ｎｏ・

n

計数視野数
計数粒子数

(個数 )

分散色を呈 した粒子数 (個数 )

アスペクト比3以上の繊維状粒子数 粒子数

1

2

3

合計

調整

試料
No.

n

計数視野数
計数粒子数

(個数 )

分散色を呈 した粒子数 (個数 )

アスペクト比3以上の繊維状粒子数 粒子数

1

2

3

合計
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調整
試料
No.

n

計数視野数
計数粒子数

(個数 )

分散色を呈 した粒子数 (個数)

アスペクト比3以上の繊維状粒子数 粒子数

1

2

3

合計

・石綿種類 ( )  屈折率
D=
25℃

3.2.3 位相差・分散顕微鏡法による定性分析結果

3,3 X線回折分析法及び位相差・分散頭微鏡法の定性分析結果に基づく最終判定結果

※X線回折分析法による定性分析(有)で、分散染色法(無)の場合で、石綿含有(無)と判定した場合の

確認方法

石綿の種類 定性分析結果

ク リツタイル (有) 4L

アモサイ ト 有 征

クロシドライ ト 有 れ■・

トレモライ ト 有 ■I

アクチノライ ト 有 征

アンソフィライ ト 有 征

石綿の種類

定性分析結果
石綿含有

最終判定結果

X線回折分析法 分散染色法

石綿含有の有無回折線 ピーク
の有無

3000粒子 甲の

アスペク ト比3以上
の繊維状粒子数

石綿の有無

クリンタイル ① ・ 無 4 ① ・ 無 ① ・ 無

アモサイ ト 有  。
① 有 ・ 無 有  ・ ω

クロン ドライ ト 有  。
① 有 。 無 有  ・ ①

トレモライ ト
/アクチノライ ト 有 。① 有 ①
トレモ ライ ト 有 ・ 無 有  ・ ①

アクチノライ ト 有 ・ 無 有  。
①

アンソフィライ ト 有  。
① 有 ・ 無 有 。

①

使用 した浸波の屈折率 観察された分散色
アナライザー使用の場合の分散色

判定 した鉱物等の名称
偏光板上方向 偏光板 〃方向

偏光板上方向は、アスベスト繊維の伸長方向と偏光板の振動方向が直交した場合を示す。

偏光板〃方向は、アスベスト繊維の伸長方向と偏光板の振動方向が平行になつた場合を示す。
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(屈折率 n七
℃
: 1.550)

トレモライ ト

(屈折率 n箸
℃
: 1.680)

アクチノライ ト

別添写真 No,A2100041

(屈折率 n箸
℃
: 1.690)

位相差・分散顕微鏡法による標準及び分析用試料の分散色の写真

クリツタイル

標準試料の分散色

アモサイ ト クロシ ドライ ト

アンソフィライ ト

(屈折率 n箸
℃: 1.620)  (屈折率 n 1.626 ) (屈折率 n25k3

D
25℃

D 1.618 )

クリツタイル (〃 )

分析用試料の分散色

クリンタイル (上 )

(屈折率 n箸
℃
: 1.550) (屈折率 n 1,550)   (屈 折率 n箸

℃:    )25℃
D

25℃
D

25℃
D, )  (屈折率 n箸

℃:   )(屈折率 n
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採取年月 日 令和 3年 3月 27日 試料No. 2

試料の概要
(形状又は材質、試料の大きさ、
採取方法)

形状又は材質 配管保温材 (繊維状)

試料の大きさ

採取方法

月け添ァ
~―

夕 No,A210004-2

1.試料採取履歴 (詳細)

2,一次分析試料の作製方法 (試料粉砕方法)

※一次分析試料の加熱処理を実施した場合

3.判定結果

3.lX線回折分析法による定性分析

3.1,lX線 回折分析法による定性分析結果

粉砕に使用 した粉砕器の名称
及び形式

粉砕器の名称 アル ミナ乳鉢

粉砕器の製造業者・形式 ニ ッカ トー HD-2(φ 140× 107■m)

標準ふるいの目開き 500 Jm

使用 した分析機器 電気炉 低温戻倍処理装岳   その他 ( )

分析機器
分析機器の名称 小型プログラム電気炉 卜1卜lF l

分析機器の製造業者・形式 アズワン

分析装置の条件

電気炉
温度 (℃ ) 450

加熱時間 (min) 120

低温灰化
装置

酸素流量 (m1/耐 n)

出力 (W)

灰化時間 (min)

加熱処理前の一次分析試料の脊量値
(g)

加熱処理後の一次分析試料の秤量値
(g)

減量率
(■ )

0,438 0.163 0,372

石綿の種類 定性分析結果

ク リツタイル 有  ①
アモサイ ト 有  ①
クロシ ドライ ト 有  ①
トレモライト/ア クチノライト 有  ①
アンソフィライ ト 有  ⑥

1/5



3.1.2 X線回折分析法による定性分析 回折線プロファイル

25e+005
|

測定データ:事務所 配管保温材
―Ti02                 -

Q                   ―ヽ一

2

1

2次分析試料

LX
部

1

〇

『
〇

一卜

硼
〇

一ト5
〇

00e+000

5 25

「~~~~「 ~  ~「

60

―  ―-1

10      1 35     40

2θ  (deg)

45     50     55 65     70

20e+004君

測定データ:事務所配管保温材
測定データ:Chr std

測定データ:Amo Std

測定データiCro Std

測定データ:Tre std

15e+004

製
部

1

2次分析試料

00e+000

100      105      110
1   ~~~~1

90 95 115

2θ (deg)

120       125       130       135       140

「ピー クの記号」

Chr:ク リツタイル Amo:ア モサイ ト Cro:ク ロシ ドライ ト Tre/Act:ト レモライ ト/ア クチノライ ト

Ant:ア ンソフィライ ト Ca:カ ルサイ ト Q:石 英  Tど :ト リジマイ ト Cr:ク ジス トバライ ト

Vc:バーミキュライ ト Hb:ハ イ ドロバイオタイ ト Br:ブルーサイ ト Se:セ ピオライ ト

Cl:ク ロライ ト Mc:マ イカ (イ ライ ト) Fl:長 石  Gyp:ギ プサム (石膏) Un:未 同定ピーク

「注意事項」 (2θ )   5° ～70° のX線回折プロファイルを添付。
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3.2 位相差・分散頭微鏡法による定性分析

3.2.l 分析室の温度

分析室の温度 (℃ ) 23,9

3.2.2 分析結果記入欄

。石綿種類 ( クリツタイル ) 屈折率れ=1.550

調整

試料
No.

n

計数視野数
計数粒子数

(個数 )

分散色を呈 した粒子数 (個数 )

アスペクト比3以上の繊維状粒子数 粒子数

1 75 1000 0 0

2 76 1000 0 0

3 79 1000 0 0

合計 230 3000 0 0

・石綿種類 ( アモサイ ト )  屈折率
D=1.680
25℃

・石綿種類 (ク ロシ ドライ ト ) 屈折率角=1,680

・石綿 種類  (ト レモライト・アクチノライト) 屈折率角=1.620

調整

試料
No.

n

計数視野数
計数粒子数

(個数 )

分散色を呈 した粒子数 (個数 )

アスペクト比3以上の繊維状粒子数 粒子数

1 79 1000 0 0

2 88 1000 0 0

3 82 1000 0 0

合計 249 3000 0 0

調整

試料
No.

n

計数視野数
計数粒子数

(個数 )

分散色を呈 した粒子数 (個数 )

アスペクト比3以上の繊維状粒子数 粒子数

1 79 1000 0 0

2 88 1000 0 0

3 82 1000 0 0

合計 249 3000 0 0

調整

試料
No.

n

計数視野数
計数粒子数

(個数 )

分散色を呈 した粒子数 (個数 )

アスペクト比3以上の繊維状粒子数 粒子数

1 75 1000 0 0

2 72 1000 0 0

3 79 1000 0 0

合計 226 3000 0 0
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調整

試料

No.

n

計数視野数
計数粒子数

(個数 )

分散色を呈 した粒子数 (個数)

アスペクト比3以上の繊維状粒子数 粒子数

1 75 1000 0 0

2 72 1000 0 0

3 79 1000 0 0

合 計 226 3000 0 0

D

25℃
・石綿種類 (ア ンソフィライ ト ) 屈折率 = 1.620

3.2.3 位相差・分散頭微鏡法による定性分析結果

3.3 X線回折分析法及び位相差・分散顕微鏡法の定性分析結果に基づく最終判定結果

※X線回折分析法による定性分析(有)で、分散染色法(無)の場・合で、石綿含有(無)と判定した場合の

確認方法

石綿の種類 定性分析結果

ク リツタイル 有 ①
アモサイ ト 有 ①
クロシ ドライ ト 有    ①
トレモ ライ ト 有 ①
アクチノライ ト 有 ①
アンソフィライ ト 有 ⑪

石綿の種類

定性分析結果
石綿含有

最終判定結果

X線回折分析法 分散染色法

石綿含有の有無回折線 ピーク
の有無

3000粒子 中の

アスペク ト比3以上
の繊維状粒子数

石綿の有無

クリツタイル 有  ・ ① 0 有  ・ ① 有  ・ ①

アモサイ ト 有  ・ ① 0 有  ・ ① 有  ・ ①

クロシ ドライ ト 有  ・ ① 0 有  。
① 有  ・ ①

トレモライト
/アクチノライト 有 。① 有・①
トレモライ ト 0 有  ・ ① 有  。

①

アクチ ノライ ト 0 有  ・ ① 有  ・ ①

アンソフィライ ト 有 ・ ① 0 有 。
① 有  ・ ∩

使用 した浸液の届折率 観察 された分散色
アナライザー使用の場合の分散色

判定 した鉱物等の名称
偏光板 上方向 偏光板 〃方向

偏光板上方向は、アスベス ト繊維の伸長方向と偏光板の振動方向が直交 した場合を示す。

偏光板 〃方向は、アスベス ト繊維の伸長方向と偏光板の振動方向が平行になつた場合を示す。
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男叫添写真  No. A210004-2

位相差・分散顕微鏡法による標準及び分析用試料の分散色の写真

ク リツタイル

標準試料の分散色

アモサイ ト クロシドライ ト

(屈折率 n箸
℃: 1.550)  (屈折率 n箸

℃: 1.680)  (屈折率 n箸
℃
: 1.690)

トレモライ ト          アクチノライト         アンソフィライト

(屈折率 n箸℃
: 1.620) (屈折率 n 1,626 ) (屈折率 n25℃

D
25℃

D

25℃
D

1.618)

分析用試料の分散色

(屈折率 n哲
℃: 1.550)  (屈折率 n箸

℃: 1.680)  (屈折率 n哲
℃:   )

25℃
D (屈折率 n 25℃

D )(屈折率 n 1.620 )
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